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2 年に 1度の本祭り。前夜祭では綱
つなどうろう

灯籠と花火が鹿野の街を彩り、祭り当日には屋台（山
だ し

車）が歴史情緒あふれる街並みを練り歩き
ました（2010.4.10,11）。

鹿野祭り

目指せ!　山陰海岸ジオパーク

日本海形成のダイナミズムを体感



　
日
本
の
国
土
は
67
㌫
を
森
林
が
占
め
、
中
山
間
地
域
が
非
常
に
多
い
こ
と

が
特
徴
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
豊
か
な
自
然
を
育
み
、
美
し
い
景
観
と
固
有
の
文
化
を
維
持
し
て
き
た
中

山
間
地
域
は
、
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
や
農
林
水
産
業
の
衰
退
に
よ
っ
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
安
全
・
安
心
で
活
気
と
魅
力
あ
る
中
山
間
地
域
の
形
成
の
た
め
、
市
民
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
「
鳥
取
市
中
山
間
地
域
対
策
強
化
方
針
」

を
こ
の
た
び
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
本
庁
舎
地
域
振
興
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鳥取市の中山間地域（左図の薄緑部分）
　「中山間地域」は、「鳥取県みんなで取り組
む中山間地域振興条例」で定められた地域（過
疎法や山村振興法、特定農山村法に指定す
る地域など）を指します。本市では、鳥取地
域の一部と新市域全域が該当します。
　対象地域は、それぞれの規定では昭和の
大合併前の旧村名で表記されていますが、左
図では鳥取市に合併する前の旧町村名で表
記しています。

「
鳥
取
市
中
山
間
地
域
対
策
強
化
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た

中
山
間
地
域
が
輝
く
た
め
に
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中山間地域モデル集落実態調査
　本調査は、本市が財団法人鳥取開発公社に委託し、平成21年10月から　本調査は、本市が財団法人鳥取開発公社に委託し、平成21年10月から　本調査は、本市が財団法人鳥取開発公社に委託し、平成21年10月から　本調査は、本市が財団法人鳥取開発公社に委託し、平成21年10月から
12月までの期間に行ったものです。
　調査地は、高齢化率30㌫以上、30世帯未満の集落を原則として、10集　調査地は、高齢化率30㌫以上、30世帯未満の集落を原則として、10集　調査地は、高齢化率30㌫以上、30世帯未満の集落を原則として、10集　調査地は、高齢化率30㌫以上、30世帯未満の集落を原則として、10集　調査地は、高齢化率30㌫以上、30世帯未満の集落を原則として、10集　調査地は、高齢化率30㌫以上、30世帯未満の集落を原則として、10集　調査地は、高齢化率30㌫以上、30世帯未満の集落を原則として、10集
落を抽出しました。落を抽出しました。
　対象地域の204世帯のうち、197世帯から回答をいただきました。　対象地域の204世帯のうち、197世帯から回答をいただきました。　対象地域の204世帯のうち、197世帯から回答をいただきました。　対象地域の204世帯のうち、197世帯から回答をいただきました。　対象地域の204世帯のうち、197世帯から回答をいただきました。　対象地域の204世帯のうち、197世帯から回答をいただきました。

め
に
望
む
こ
と
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て

は
、
休
耕
田
や
耕
作
放
棄
地
の
活
用
に
関

心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
集
落

外
か
ら
の
移
住
を
受
け
入
れ
る
希
望
が
多

い
こ
と
は
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
の
支
援
活
動

が
認
知
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
の
現
れ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

中山間地域モデル集落実態調査
　本調査は、本市が財団法人鳥取開発公社に委託し、平成21年10月から
12月までの期間に行ったものです。
　調査地は、高齢化率30㌫以上、30世帯未満の集落を原則として、10集
落を抽出しました。
　対象地域の204世帯のうち、197世帯から回答をいただきました。
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病気やけがをしたとき、助けてくれる人がいない

生活費の不足

地域活動が大変

学校や保育園が遠く、子どもの通学・通園が不便

除雪が大変

獣害（イノシシの被害など）がある

農地や山林の管理が大変

身近に買い物ができる場所がない

病院や買い物に行くのに交通機関が不便

0 10 20 30 40 50 60 70 80

無回答

特になし

その他

民泊

集落内の伝統芸能振興

集落内の組織再編・組織の立ち上げ

学校とは別に子どもの集まれる、遊べる場所の整備

NPO法人・ボランティアの受け入れ

他集落と共同活動をする

集落内での起業・もしくは企業誘致

買い物利用のために商店・移動販売の誘致

バスに代わるタクシー・代用バス

集落内の交流を盛んにする

特産品の生産・販売・PR

集落外と交流を盛んにする

集落外からの移住をすすめる

休耕田、荒れた畑の活用

集落に住んでいて感じる不安（3つまで重複回答可）

集落の維持・活性化のために望むこと（3つまで重複回答可）

85件（43.1%）

84件（42.6%）

75件（38.1%）
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34件（17.3%）

27件（13.7%）

21件（10.7%）

13件（6.6%）

11件（5.6%）
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34件（17.3%）
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32件（16.2%）

32件（16.2%）

28件（14.2%）

26件（13.2%）

14件（7.1%）

14件（7.1%）

13件（6.6%）

13件（6.6%）

13件（6.6%）

7件（3.6%）

6件（3.0%）

1件（0.5%）

43件（21.8%）

7件（3.6%）

■ 中山間地域が輝くために

中
山
間
地
域
の
現
状

　

本
市
の
面
積
の
約
92
㌫
、
人
口
の
約
51

㌫
を
占
め
る
中
山
間
地
域
は
、
豊
か
な
自

然
と
景
観
、
国
土
保
全
、
安
全
な
食
料
の

供
給
、
水
源
の
か
ん
養
な
ど
、
多
面
的
な

「
公
益
機
能
」
を
持
っ
た
市
民
共
有
の
貴

重
な
財
産
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
中
山
間
地
域
の
現
状

を
見
る
と
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
、
長
年

に
わ
た
る
若
者
の
大
都
市
圏
へ
流
出
な
ど

に
よ
り
、
農
林
水
産
業
の
衰
退
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　

本
市
が
昨
年
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
調

査
し
、
本
年
の
２
月
に
ま
と
め
た
「
中
山

間
地
域
モ
デ
ル
集
落
実
態
調
査
」
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

調
査
で
浮
か
び
上
が
っ
た
課
題

　

中
山
間
地
域
モ
デ
ル
集
落
実
態
調
査

は
、
鳥
取
地
域
２
集
落
、
新
市
域
８
集
落

の
合
計
10
集
落
で
行
い
、
対
象
地
域
の

２
０
４
世
帯
の
う
ち
１
９
７
世
帯
か
ら
回

答
を
得
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
中
で
、「
集
落
に
住
ん
で
い
て
感

じ
る
不
安
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、

交
通
機
関
の
便
の
悪
さ
、
買
い
物
が
で
き

る
場
所
の
少
な
さ
を
挙
げ
る
人
が
多
く
、

都
市
部
か
ら
の
遠
さ
に
不
便
を
感
じ
る
と

い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
集
落
の
維
持
・
活
性
化
の
た

件

件
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鳥取市中山間地域　　　対策強化方針の概要
テーマ　　61 の輝きがある地域づくり

目　標　　暮らしたい、暮らしてみたいふるさと　鳥取

取り組み方法　（鳥取市方式）

推進体制

中山間集落・住民

民間・NPOなど

行政

市街地・都市住民
61のまちづくり協議会

輝き
連携 連携

連携

連携

まちづくり協議会

中山間集落・住民

コミュニティ支援チーム

中山間地域振興推進員

市（本庁・総合支所）
プロジェクトチーム

県

企業 大学 ボランティア団体 関係団体

協働
情報提供・調整

し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

取
り
組
み
体
制
と
強
化
施
策

　

こ
の
強
化
方
針
は
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
、
中
山
間
集
落
、
住
民
、
行

政
、
関
係
団
体
な
ど
が
連
携
・
協
働

し
て
推
進
し
ま
す
。
実
際
の
話
し
合

い
や
活
動
の
現
場
に
お
い
て
は
、
情

報
提
供
や
活
動
の
支
援
・
強
化
の
た

め
、
中
山
間
地
域
振
興
推
進
員
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
チ
ー
ム
が
支
援
に

当
た
り
ま
す
。

　

こ
の
推
進
体
制
で
、
４
つ
の
強
化

施
策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

達
成
目
標
を
設
定

　

強
化
方
針
の
進
捗
を
明
確
化
す
る

た
め
、
平
成
22
年
度
中
に
達
成
す
べ

き
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。
現
状
を

分
析
し
、
実
施
可
能
で
効
果
が
高
い

事
業
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

４
つ
の
強
化
施
策
に
基
づ
き
、
中

山
間
地
域
の
活
性
化
の
た
め
、
市
民

の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

テ
ー
マ
と
目
標

　

中
山
間
地
域
対
策
強
化
方
針
で

は
、中
山
間
地
域
の
活
性
化
の
た
め
、

テ
ー
マ
と
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
61
の
輝
き
が
あ
る
地

域
づ
く
り
」
で
す
。
鳥
取
市
の
61
の

地
区
公
民
館
単
位
に
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
が
組
織
さ
れ
、
そ
の
自
主
的
な

活
動
が
活
発
化
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
今
後
、

各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
核

と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
主
体
が
協
働
し

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
・
地
域

に
あ
る
固
有
の
魅
力
や
財
産
を
活
用

し
、
中
山
間
地
域
と
市
街
地
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
強
化
に
よ
る
共
生
を
図

り
、
一
人
ひ
と
り
が
さ
ら
に
輝
き
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
目
標
は
「
暮
ら
し
た
い
、

暮
ら
し
て
み
た
い
ふ
る
さ
と　

鳥

取
」
で
、
中
山
間
地
域
に
暮
ら
す
人

た
ち
が
、
こ
の
ま
ま
ず
っ
と
住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
、
安
全
で
安
心
な

活
気
の
あ
る
山
里
、
そ
し
て
都
会
の

人
た
ち
が
移
り
住
ん
で
み
た
い
と
思

え
る
魅
力
あ
る
中
山
間
地
域
を
形
成
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鳥取市中山間地域　　　対策強化方針の概要

安心安全な暮らしの確保

地場産業の活性化と雇用の確保

①地域見守り活動支援やインターネットの活用など
により、高齢者などの安全対策を充実させます。
②過疎地有償運送などの実施促進・支援などにより、
交通の確保を図ります。
③自主防災や防犯パトロールの支援など、防災、防
犯の取り組みを推進します。
④中山間地域の行政などの中心的な役割を果たして
きた、地域拠点の再生を推進します。

①農畜産物・農産加工品、伝統工芸品の高付加価値
化・ブランド化、新商品開発などのため、農商工
連携を推進します。
②低コストな林業の推進のため、作業道整備などの
森林整備を行います。
③農産物や伝統工芸品の魅力を積極的に発信し、関
西圏・山陽圏などへの販路拡大など、物産振興の
強化を図ります。
④観光素材の掘り起こし、ネットワーク化の充実な
ど、中山間地域における観光振興を推進します。
⑤地域の安全・安心につながる生活支援などのため、
社会貢献ビジネスの起業の支援を行います。
⑥農都（農村と都市）連携促進方策を検討します。
⑦むらづくりに関する会社や第 3セクターの設立な
ど、法人事業化への支援・検討を行います。

魅力ある地域づくり・人づくりの推進

①まちづくり協議会が策定した「地域コミュニティ
計画」の推進を支援し、地域の魅力と活力を高め
ます。
②地域の暮らしの達人としての活躍が期待される人
を対象に、中山間地域の活性化指導者養成を行い
ます。
③むらづくり専門家などの設置の検討や地域マネジ
メント講座の開催を行います。
④中山間地域の活性化の取り組みを市民のみなさん
に広く紹介します。
⑤中山間地域においてふるさとを誇りとする青少年
の育成を進めます。
⑥地域で培われてきた伝統芸能・伝統行事などの保
存・活用を進めます。
⑦文化芸術活動の創造・発表・鑑賞の機会を提供し
ていきます。
⑧土地や建物などの市有遊休財産の利活用を推進し
ます。

交流による活性化と移住定住の推進

①豊かな自然や農林業の体験などによるむらとまち
の交流、グリーンツーリズムを促進します。
②空き家や農地の情報を積極的に発信し、UJI ター
ン者・二地域居住者の受け入れを促進します。
③ホームページなど、インターネットを活用して地
域情報を発信し、交流人口の増加を図ります。

4つの強化施策

■ 中山間地域が輝くために

評価指標 平成22年度目標値 これまでの状況
①NPO法人などによる過疎地有償運送などの申請件数
　過疎地有償運送などによる移動手段の確保を進めます。 1件以上 概ね年 1件程度

②災害時要援護者支援制度の普及地区数
　災害の際に互いに支え合う仕組みづくりを進めます。 16地区 年 16地区

③無店舗地区数（地区公民館単位）
　市民と行政の協働により、出店・開業を促し、無店舗地区数
の減少をめざします。

3地区 4地区

④NPO法人などによる社会貢献ビジネスの申請件数
　市民と行政との協働により、地域で活動する事業者の起業を
促します。

8件以上 年 2件

⑤むらとまちの交流団体数
　中山間地域と市街地との交流を行う団体を支援します。 28団体以上 26団体

⑥中山間地域移住定住新規世帯数
　定住促進・Uターン相談支援窓口を通じて受け入れるUJI ター
ン者を支援します。

24世帯以上 概ね年 24世帯

達成目標
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譲与税・交付金

県支出金

国庫支出金

市債

地方交付税

財産収入・寄付金

分担金・負担金

使用料・手数料

諸収入

その他

固定資産税

法人市民税

個人市民税

※ (　　)…対前年度比

平
成
22
年
度
当
初
予
算

暮
ら
し
と
地
域
を
支
え
、
人
を
大
切
に
し
ま
す

一般会計　
809億9600万円 （100.7％）

特別会計　
477億　107万円 （99.6％）

企業会計　
154億1185万円 （99.2％）

合　　計　
1441億　892万円 （100.2％）

一般会計

問
い
合
わ
せ
先
　

市
役
所
本
庁
舎
行
財
政
改
革
課

 
 

０
８
５
７-

20-

３
１
１
１

重点施策

※ (　　)…構成比

市税

自主
財源

固定資産税
118 億 7700 万円 (14.7%)合計

 809億
9600万円

個人市民税
79 億 4600 万円 (9.8%)

法人市民税
17 億 4300 万円 (2.1%)

その他
22 億 3400 万円 (2.8%)諸収入・基金繰入等

84 億 1807 万円
(10.4%)

使用料・手数料
15 億 435 万円 (1.9%)

分担金・負担金
14 億 6043 万円 (1.8%)

財産収入
8827 万円 (0.1%)

地方交付税
205 億 81 万円

(25.3%)

市債
78 億 8150 万円

(9.7%)

国庫支出金
93億9413万円(11.6%)

県支出金
49 億 5327 万円 (6.1%)

譲与税・交付金
29 億 9517 万円 (3.7%)

【歳入】

依存財源

予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方

平
成
22
年
度
当
初
予
算
が
２
月
市
議
会
定
例

会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
４
月
に
市
長
選
挙
を
控

え
て
い
た
た
め
、
経
常
経
費
を
中
心
と
し
た
骨
格

予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
増
大
す
る
社
会
保

障
関
係
経
費
へ
の
対
応
、
公
共
事
業
の
一
定
量
の

確
保
な
ど
景
気
低
迷
に
伴
う
諸
課
題
に
財
源
を

配
分
し
、
暮
ら
し
と
地
域
を
支
え
、「
人
を
大
切

に
す
る
ま
ち
」を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
政
策
的
判
断
の
必
要
な
事
業
に
つ
い
て

は
、
６
月
補
正
予
算
で
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
と
っ
と
り
市
報
８
月
号
で
改
め
て
ご
紹
介
す

る
予
定
で
す
。

歳
入
・
歳
出
の
特
徴

景
気
の
悪
化
に
伴
う
個
人
所
得
や
企
業
収
益

の
減
少
、
そ
れ
に
伴
う
買
い
控
え
な
ど
か
ら
、
市

民
税
や
各
種
交
付
金
な
ど
は
大
幅
に
減
少
す
る

見
込
み
で
す
。
一
方
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
む

地
方
交
付
税
総
額
は
、
国
の
特
別
な
財
政
支
援
も

あ
っ
て
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。
そ
の
結
果
、
本

市
と
し
て
自
由
に
使
え
る
一
般
財
源
は
、
市
町
村

合
併
後
初
め
て
前
年
度
を
上
回
り
ま
し
た
。

歳
出
面
で
は
、
こ
の
一
般
財
源
を
活
用
し
て
、

国
民
健
康
保
険
費
特
別
会
計
に
お
け
る
被
保
険

者
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
繰
り
出
し
を
初
め
て
一

般
会
計
か
ら
行
う
な
ど
、
景
気
の
低
迷
に
と
も
な

う
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
や
わ
ら
げ
る
新
た
な
取

り
組
み
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

当初予算総括

　景気の低迷が続く中、所得の確保、雇用の安定
と創出を図る施策を重点施策に位置づけています。
●切れ目なく一定の公共事業量を確保
　雇用の安定と地域経済の活性化を重視し、前倒
し執行分、6月肉付け予定分と合わせて前年度を
上回る額の公共事業量を確保します。

平成 21年度　　　平成 22年度
　77億円　　→　　80 億円強

（6月補正予定分を含む）
●職員採用抑制を緩和
　地域の厳しい雇用情勢を踏まえ、新規採用者の
抑制を緩和し、基準より 10 人多い職員を採用し
ました。
　 採用可能上限数　　平成 22年度採用者数

21 人　　 → 　　31 人

●緊急雇用創出事業などの積極的な活用
　平成 22 年度まで活用できる県の基金を積極的
に活用し、雇用（委託に係るものを含む）を創出
しました。

平成 21年度　　　平成 22年度
延べ 306人　　→　　延べ 371人
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予備費

議会費・災害復旧費

消防費

農林水産業費

総務費

衛生費

商工費

教育費

土木費

公債費

民生費

出資・貸付・積立金

繰出金

補助費等

維持・物件費

投資的経費

人件費

公債費

扶助費

一 般 会 計　通常の行政運営を行うための会計です。
特 別 会 計　下水道や国民健康保険など特定の事業を行う

ための会計です。
企 業 会 計　地方公営企業法の適用のある企業の予算で、

独立採算が原則です（水道局、市立病院など）。
地方交付税　国が国税の一部を税収入額の少ない地方自治

体に交付するものです。
市 債　道路、公園など毎日の生活に欠かせない施設の

整備や市民のみなさんに利用していただく公共
施設の建設などの借入金です。

補 助 費 等　主に補助金、負担金です。
投資的経費　各種施設や道路、公園などの建設事業費と災

害復旧事業費です。
基金繰入金　基金（家庭で言えば預貯金）を取り崩した資金

を一般会計に繰り入れたものです。
繰 出 金　一般会計と特別会計の間で建設費や事務費な

どを補助するために支出する経費です。
出 資 金　法人の設立に際しての出資と財政的な援助や

有利で確実な事業に投資する場合の経費です。
積 立 金　財政運営を計画的に推進するため、福祉設備、

公共施設建設など特定の目的のために設けた
基金などに積み立てる経費です。

公 債 費　主に市債の返済金です。
扶 助 費　生活困窮者の最低限の生活維持を図る目的な

どで支出する経費です。
維持・物件費　施設の維持費と物品購入などの経費です。
※平成 22 年度当初予算の詳しい内容は、鳥取市ホーム
ページに掲載しています。

会 計 区 分 予 算 額

土 地 区 画 整 理 費 4 億 3918 万円
下 水 道 事 業 費 94 億 7151 万円
簡 易 水 道 事 業 費 6 億 1255 万円
公設地方卸売市場事業費 4528 万円
駐 車 場 事 業 費 3317 万円
国 民 健 康 保 険 費 177 億　273 万円
老 人 保 健 費 851 万円
高齢者・障害者住宅整備資金貸付事業費 1303 万円
住宅新築資金等貸付事業費 8657 万円
土 地 取 得 費 1075 万円
墓 苑 事 業 費 2427 万円
集 落 排 水 事 業 費 28 億 2758 万円
介 護 保 険 費 143 億 9712 万円
財 産 区 管 理 事 業 費 1309 万円
温 泉 事 業 費 7456 万円
観 光 施 設 運 営 事 業 費 6928 万円
介護老人保健施設事業費 8181 万円
後 期 高 齢 者 医 療 費 17億 9008万円

計 477億　107万円

会 計 区 分 予 算 額

水 道 事 業 64 億 9365 万円
工 業 用 水 道 事 業 2921 万円
病 院 事 業 88 億 8899 万円

計 154億 1185 万円

特別会計

企業会計

　市債の厳選（公債費対前年▲ 13.3 億円）、職員数の
適正化（人件費対前年▲ 3.6 億円）、行政評価に基づく
事務事業の見直しなどの継続的実施により、公債費・
人件費など固定的経費が着実に減少し、財政健全化が
進んでいます。
1　基金繰入の抑制
　市町村合併以降毎年計上していた、一般財源の不足
を補うための基金繰入を行わず、基金繰入は原則運用
益のみとすることができました。

指標 平成22年度 前年度との比較
基金からの繰入額 1億7808万円 ▲4億　472万円

年度当初の基金残高 73億7870万円 6億1505万円

2　市債発行の抑制
　人件費の削減効果が現れたため、平成 18 年度の制
度改正後毎年計上していた退職手当債を、今年度は計
上せずに予算編成することができました。

指標 平成22年度 前年度との比較

市債計上額（臨財債、
借換債などを除く） 31億7950万円 ▲21億5250万円

年度末地方債残高
見込み 1086億5696万円 ▲39億9147万円

行財政改革の成果用語解説

義務的経費

消
費的経費

人件費
118 億 2501 万円
(14.6%)

投資的経費

扶助費 
137 億 6781 万円
(17.0%)

公債費
121 億 4325 万円
(15.0%)

投資的経費
51 億 3555 万円
(6.3%)

維持・物件費
105 億 5268 万円

(13.0%)

補助費等
87 億 1813 万円

(10.8%)

繰出金
116 億 2862 万円

(14.4%)

出資・貸付・積立金
72 億 2495 万円 (8.9%)

そ
の
他

の
経費

土木費
78 億 1323 万円
(9.6%)

合計
 809億

9600万円

民生費 
　260 億 6138 万円
　　(32.2%)

公債費
121 億 4350 万円 (15.0%)

教育費
72 億 9414 万円

(9.0%)

商工費
72 億 1339 万円 (8.9%)

衛生費　
71 億 80 万円 (8.8%)

総務費
70億 4306万円 (8.7%)

農林水産業費
34億3410万円(4.2%)

議会費
4億 6682 万円 (0.6%)

消防費
24億2358万円(3.0%)

【歳出】
（費目別内訳）

【歳出】
（性質別内訳）

合計
 809億

9600万円

予備費
200万円(0.0%)

■ 平成 22年度当初予算　暮らしと地域を支え、人を大切にします
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次
々
と
商
品
開
発

そ
れ
ま
で
作
っ
て
い
た
み
そ
な

ど
の
一
般
的
な
加
工
品
以
外
に
、

福
部
ら
し
い
新
た
な
商
品
を
作
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
、
開
発
研
究
を

進
め
ま
し
た
。
最
初
に
で
き
た
の

が
「
梨
ぷ
る
る
ん
」。
規
格
外
の
梨

を
使
っ
て
、
ゼ
リ
ー
の
よ
う
な
食

感
に
仕
上
げ
た
デ
ザ
ー
ト
で
す
。

山
根
さ
ん
に
よ
れ
ば
「
人
気
の
商

品
で
、
今
は
国
府
と
福
部
の
小
中

学
校
で
年
２
回
給
食
に
使
っ
て
い

る
ん
で
す
よ
」
と
の
こ
と
。
消
費

期
限
が
短
い
の
が
難
点
だ
そ
う
で

す
。作

り
方
に
も
こ
だ
わ
り
が
こ

福
部
ア
イ
デ
ア
館
と
と
も
に
12
年

福
部
町
と
言
え
ば
、
ら
っ
き
ょ

う
と
梨
。こ
れ
ら
の
農
産
物
を
使
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
加
工
食
品
を
開
発

し
、
積
極
的
に
販
売
し
て
い
る
の

が
「
福
部
ア
イ
デ
ア
館
管
理
運
営

協
議
会
」
で
す
。

福
部
町
海あ

も
う士
の
、
ら
っ
き
ょ
う

加
工
工
場
の
一
角
に
ア
イ
デ
ア
館

が
作
ら
れ
た
の
は
平
成
10
年
の
こ

と
。
そ
れ
ま
で
は
、
現
在
会
長
を

務
め
る
山や

ま
ね根
美み

ち

こ
智
子
さ
ん
も
、
婦

人
会
の
活
動
と
し
て
、
農
協
の
加

工
場
を
借
り
、
み
そ
な
ど
の
加
工

品
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

専
用
の
加
工
施
設
が
ほ
し
い
と
い

う
機
運
が
高
ま
り
ま
す
。
関
係
す

る
み
な
さ
ん
で
検
討
委
員
会
を
作

り
、
当
時
の
福
部
村
や
村
議
会
、

農
協
な
ど
と
折
衝
を
重
ね
、
３
年

ほ
ど
か
け
て
よ
う
や
く
完
成
に
こ

ぎ
着
け
ま
し
た
。

施
設
や
設
備
は
福
部
村
が
整
備

し
、
検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を

中
心
に
新
た
に
管
理
運
営
協
議
会

を
設
立
し
て
、
管
理
に
当
た
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

福
部
ア
イ
デ
ア
館
の
名
称
は
一

般
公
募
し
、
県
内
か
ら
た
く
さ
ん

の
候
補
が
集
ま
り
ま
し
た
。「
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
商
品
開
発

し
て
い
こ
う
」
と
い
う
気
持
ち
で
、

こ
の
名
称
に
決
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

も
っ
て
い
ま
す
。「
ど
の
商
品
も
、

防
腐
剤
や
添
加
物
は
い
っ
さ
い
使

い
ま
せ
ん
。材
料
も
製
法
も
、安
全・

安
心
が
第
一
な
ん
で
す
」
と
胸
を

張
り
ま
す
。

ら
っ
き
ょ
う
を
使
っ
て

ら
っ
き
ょ
う
を
使
っ
た
商
品
も

ど
ん
ど
ん
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

今
で
は
福
部
を
代
表
す
る
加
工

品
の
「
ら
っ
き
ょ
う
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
」
は
、「
も
っ
た
い
な
い
」
の
気

持
ち
か
ら
生
ま
れ
た
そ
う
で
す
。

「
ら
っ
き
ょ
う
漬
け
を
食
べ
た

ら
漬
け
汁
が
残
り
ま
す
ね
。
せ
っ

か
く
ら
っ
き
ょ
う
の
エ
キ
ス
が
溶

け
出
し
て
い
る
の
で
、
何
か
に
使

98

福部ならではの
おいしい味を作ります！

福部アイデア館管理運営協議会

イベント限定のらっきょう饅
まんじゅう

頭が人気です
（平成21年10月25日　ふくべらっきょう・花マラソン大会）

シリーズ

会長・山根美智子 さん
Michiko Yamane
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え
な
い
か
と
考
え
た
ん
で
す
」
と

い
う
こ
と
で
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に
。

ら
っ
き
ょ
う
の
漬
け
方
次

第
で
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
も

味
が
大
き
く
変
わ
る
た

め
「
漬
け
る
際
の
砂
糖
や

酢
の
分
量
を
こ
れ
と
決
め

る
の
に
２
年
か
か
り
ま
し

た
。
味
を
統
一
す
る
た
め

に
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
用
の

ら
っ
き
ょ
う
は
ア
イ
デ
ア

館
で
漬
け
ま
す
」
と
工
夫

を
語
り
ま
す
。
熱
々
の
フ

ラ
イ
に
か
け
る
の
が
お
す

す
め
だ
そ
う
で
す
よ
。

ま
た
、
県
外
か
ら
の

お
客
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
の

が
ら
っ
き
ょ
う
入
り
せ
ん
べ
い
の

「
千せ

ん
べ
え

兵
衛
さ
ん
」。
米
粉
を
使
っ
た

ぱ
り
ぱ
り
と
し
た
食
感
と
、
ら
っ

き
ょ
う
の
ほ
ん
の
り
と
し
た
香
り

が
特
徴
で
す
。
カ
ラ
フ
ル
な
箱
入

り
で
、
旅
行
の
お
み
や
げ
に
ち
ょ

う
ど
い
い
の
だ
と
か
。

ま
た
、
10
月
に
開
催
さ
れ
る

「
ら
っ
き
ょ
う
・
花
マ
ラ
ソ
ン
」
に

は
市
内
外
か
ら
多
く
の
参
加
者
が

エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
す
が
、
選
手
や

応
援
の
人
た
ち
が
予
約
す
る
ほ
ど

大
人
気
の
商
品
が
、
イ
ベ
ン
ト
限

定
販
売
の
「
ら
っ
き
ょ
う
饅ま

ん
じ
ゅ
う頭
」

で
す
。
肉
ま
ん
の
中
に
ら
っ
き
ょ

う
を
封
じ
込
め
た
饅
頭
は
、
皮
も

手
作
り
で
、
ほ
く
ほ
く
感
が
最
高
。

組
織
改
革
で
活
性
化

協
議
会
で
作
っ
た
加
工
品
は
、

サ
ン
ド
パ
ル
と
っ
と
り
の
福
部
ふ

る
さ
と
市
で
販
売
す
る
と
と
も
に
、

年
に
１
回
の
ア
イ
デ
ア
館
ま
つ
り

を
中
心
に
、
ら
っ
き
ょ
う
・
花
マ

ラ
ソ
ン
な
ど
の
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

に
出
店
し
ま
す
。
直
接
販
売
は
、

接
客
・
商
品
管
理
な
ど
の
面
で
得

る
も
の
が
多
く
、
特
に
昨
年
鳥
取

砂
丘
オ
ア
シ
ス
広
場
で
行
わ
れ
た

「
世
界
砂
像
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、

大
き
な
転
機
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

福
部
町
の
ブ
ー
ス
を
設
け
、ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
、
販
売
に

あ
た
り
ま
し
た
が
、
商
品
が
売
れ

て
く
る
と
、
夜
で
も
ア
イ
デ
ア
館

に
出
て
作
り
足
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ほ
ど
で
し
た
。

「
こ
れ
ま
で
の
体
制
だ
と
そ
う
い

う
時
に
同
じ
人
が
い
つ
も
出
て
い

ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
分
け
を
し
て

み
ん
な
が
製
造
を
分
担
し
、
作
る

喜
び
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

し
た
ん
で
す
」
と
山
根
さ
ん
。
原

価
計
算
や
利
益
の
分
配
な
ど
、
商

品
ご
と
に
採
算
性
を
グ
ル
ー
プ
で

考
え
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

会
員
数
が
約
50
人
を
数
え
る
大

所
帯
の
福
部
ア
イ
デ
ア
館
管
理
運

営
協
議
会
。
福
部
な
ら
で
は
の
お

い
し
い
味
の
追
求
が
地
域
を
元
気

に
し
て
い
ま
す
。

注文を受け、らっきょうドレッシングのグループが5人で作ります

地域情報番組『とっとりウオーキング』【放送】毎週日・月

手話番組『手話でコミュニケーション』【放送】毎週日・月

　静止画文字情報
　『鳥取市からのお知らせ』【放送】毎週日・月・水・木

農業番組『いなばアグリタイム』【放送】毎週水・木

《5月の番組ガイド》

【特集】

イベント・募集・相談などの
各種お知らせを、文字画面と
音声でご案内します。

　ニュースや話題、行事、お知らせを手話や字幕で紹
介します。

情報をお寄せください！
　いなばぴょんぴょんネット  0857ー22ー6111

※放送予定は予告なく変更することがあります。
番組の放送時間は、ホームページまたはデジ
タル放送の電子番組表（EPG）をご覧ください。
http://www.inabapyonpyon.net

　鳥取市の施策や事業の取り組み状況、各種行事、
お知らせを紹介します。

いなば

ぴょんぴょんネット

▽山陰海岸ジオパーク

▽食育らくらくクッキング
  ＜野菜たっぷりメニュー編Vol.5＞

▽元気です
「福部アイデア館管理運営協議会」

▽今年度の主な事業

　田植えのようすや特産の二十世紀梨の摘果・小袋掛
けなど、鳥取市内各地の農作業の様子をお送りします。

　小学校の新一年生と地域住民との交流行事や、児童
生徒の農業体験などをお伝えします。

『こんにちは鳥取市です』【放送】毎週金・土

鳥取市行政番組

いなばぴょんぴょんネット
自主制作番組

地デジの準備をお願いします！
　アナログ放送は平成23年7月24日に終了し、地上
デジタル放送に完全移行します。視聴方法など詳しく
は、ご加入のケーブルテレビ局にお問い合わせください。

アナログ 2ch   デジタル 11ch

食育らくらくクッキング

生活情報番組『ぴょんぴょんワイド』【放送】毎週火

　子育てや健康をテーマに、暮らしに役立つ情報や話
題をお届けします。

※放送時間が変わりました。
①　6:00 ②　9:00 ③ 11:00 ④ 12:00
⑤ 14:00 ⑥ 16:00 ⑦ 19:00 ⑧ 20:00
⑨ 22:00 ⑩ 23:00
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種　類
対　象　者
年齢基準日

平成23年3月31日
自己負担金 内　容

特定健康診査
(*)
※人間ドックとの
重複受診不可

40～74歳
※本市国保加入者

個別：1500円
集団：　500円

問診、身体計測、血圧
測定、血液検査など
※65歳以上の人は生活
機能評価も同時実施

高齢者健康診
査

75歳以上
※後期高齢者医療加
入者

個別：　500円
集団：　500円

問診、身体計測、血圧
測定、血液検査、生活
機能評価など

健康診査(*) 18～39歳
※社保本人は除く

個別：1500円
集団：　500円

問診、身体計測、血圧
測定、血液検査など

肝炎ウイルス
検査(*)

40 ～ 74 歳で過去
に検査を受けていな
い人

個別：　800円
集団：　300円
※70歳以上は無料

C型肝炎ウイルス検査
およびHBs抗原検査

胃がん検診
(*)

40歳以上 個別：2000円
集団：　500円

個別は直接撮影または
内視鏡、集団は検診車
での間接撮影

肺がん・
結核検診
(*)

40歳以上
※結核検診のみは
65歳以上

個別：1000円
集団：　　無料
※喀

かくたん

痰検査の必要な
人は、個別2000円、
集団300円

個別は直接撮影、集団
は検診車での間接撮影

大腸がん
検診(*)

40歳以上 個別：　500円
集団：　200円

便の潜血反応検査

子宮がん
検診(*)

20歳以上の女性 個別：1500円
※体部は2000円
集団：　300円

個別は頸
けい ぶ

部細胞診（場
合により体部も実施）、
集団は検診車での頸部
細胞診※クーポン券対象者 20・25・30・35・40歳は無料

乳がん検診
(*)

40歳以上の偶数年
齢の女性

個別：1300円
集団：　400円

視触診とマンモグラフ
ィの併用
※集団は予約制※クーポン券対象者 40・45・50・55・60歳は無料

骨粗しょう症
予防検診(*)

25歳以上の女性 集団：　300円 超音波を用いた、かか
との骨の骨量測定

歯科検診
(*)

40・50・60・70歳
（国保加入者は45・
55・65歳も）

個別：　500円 むし歯、歯周病などの
検診

国保人間ドッ
ク（A）
※特定健診との
重複受診不可

40 ～ 74 歳の偶数
年齢の人
※本市国保加入者のみ

個別：10900円
（市民税非課税世帯は
3600円）
※喀痰検査の必要な人
は 11800 円（市民税
非課税世帯は3900円）

特定健康診査と胃・肺・
大腸がん検診、肝炎ウ
イルス・超音波検査、
眼底検査、腫瘍マーカ
ーなど

国保人間ドッ
ク（B）
※特定健診との
重複受診不可

41～ 73 歳の奇数
年齢の人
※本市国保加入者のみ

個別：8000円
（市民税非課税世帯は
2600円）
※喀痰検査の必要な人
は8900円（市民税非
課税世帯は2900円）

特定健康診査と胃・肺・
大腸がん検診、腫瘍マ
ーカー

脳ドック 40・45・50・55・
60・65・70歳
※社保本人は除く。

個別：7800円
（市民税非課税世帯は
2600円）

MRI、MRAなどによ
る脳血管撮影

informationPickup

平成22年度健康診査のお知らせ
問い合わせ先　中央保健センター総合健診室  0857-20-0320
　　　　　　　各総合支所市民福祉課（16ページ参照）

　糖尿病、高血圧症、がんなどの多くの生活習慣病は、進行するまで自覚症状がなく、健康診査などによって初めて発見さ
れることも多くあります。健診により、自分の生活習慣の改善すべき点を見つけ、健康でいきいきとした毎日を送りましょう。

●健診期間
7月1日～平成23年2月28日
　個別健診、集団健診、人間ドックのいずれ
かで受診してください（左表参照）。各医療
機関への予約は、6月1日（火）から行えます。
※子宮がん検診・乳がん検診の無料クーポン
による検診は、予約が5月25日（火）から、
受診が6月1日（火）から可能です。
●受診券の送付
　健診には受診券が必要です。受診券には
「特定健康診査（または健康診査）」と「がん
検診・歯科検診」とがあります。「特定」お
よび「高齢者健診」は全対象者に、「がん検
診など」は過去３年間に本市の健診を受けた
ことのある人、40～70歳で偶数年齢の人
および20、25、30、35歳の女性に、7月
上旬までに送付する予定です。
　また、子宮頸部がん検診・乳がん検診の無
料クーポン検診対象者には、5月下旬に無料
クーポン券を送付します。
※受診券が送付されていない人で受診を希望
する場合は、問い合わせ先にご連絡ください。
●個別健診
　希望する医療機関に予約のうえ、受診して
ください。
●集団健診
　受診の日時、場所などについては、各自治
会などの回覧や市報、各総合支所だよりでご
確認ください。
※胃がん検診・乳がん検診は、予約が必要で
す。問い合わせ先にお申し込みください。

※鳥取県保健事業団（  0857-23-4841）、中国
労働衛生協会（ 0857-31-6666）でも受診
できます。直接予約して受診してください。
●人間ドック・脳ドック
　医療機関への予約と本市窓口での受診手
続きが必要です。

▽各医療機関への予約は、6月1日（火）か
ら電話などで行ってください。受診券がなく
ても、対象者であれば予約できます。

▽受診手続きは、6月24日（木）以降、予
約日の1週間前から、中央保健センター、各
総合支所市民福祉課で受け付けます。その際
は、健康保険証、受診券（届いている人）を
ご持参ください。
●介護予防のための生活機能評価
　介護保険の要介護・要支援認定を受けてい
ない65歳以上の人を対象に、日常生活を送
る際の心身の機能が低下していないか検査し
ます。本市の国保加入者など特定健診または
高齢者健診などと同時に行います。社会保険
加入者には個別に行います（無料）。
介護予防に関する問い合わせ先
市役所駅南庁舎高齢社会課  0857-20-3453

▽ (*)印の項目は、市民税非課税世帯、生活保護世帯の人は無料です（ただし、
特定健康診査は、国民健康保険の課税判定によります）。

▽平成21年度に偶数年齢で乳がん検診を受診せず、今年度受診を希望する人は、
中央保健センターまたは各総合支所市民福祉課にお申し込みください。

▽子宮がん・乳がん検診無料クーポン券対象者の年齢基準日は平成22年4月1日です。

（　　　　　　　　　）
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鳥取・因幡定住自立圏形成協定を締結しました
問い合わせ先　市役所本庁舎企画調整課  0857-20-3153

　本市は、岩美町、若桜町、智頭町、八頭町と、3月
29 日に「定住自立圏の形成に関する協定」を締結し
ました。
　この協定により、鳥取県東部の 1市 4町は「鳥取・
因幡定住自立圏」を形成し、各地域の特色を活かしな
がら圏域の魅力を高め、生活基盤の充実と一体的な発
展に取り組んでいきます。

主な協定の内容
1 市 4町共通の取り組み
①圏域の観光・物産振興
　観光協会、経済団体などからなる圏域内の観光ネッ
トワークに参画し、圏域の観光情報の集約、一括した
情報発信、観光客の受け入れ態勢の整備などを行い、
圏域の観光振興を進めます。
　また、圏域の特産品などの情報発信や販路開拓・拡
大に取り組む体制を研究し、圏域の物産振興を図りま
す。

②鳥獣害対策の推進
　圏域における鳥獣害対策に関して、情報共有や連絡
調整などを行い、狩猟従事者、農林水産物の生産者な
どとの調整を図りつつ、一体的な被害防止活動や捕獲
鳥獣の活用などを行います。

③地球温暖化防止対策の実施
　地球温暖化防止対策について検討する研究会を設置
し、生ごみの分別収集や地球温暖化対策実行計画の検
討などに取り組み、連携して地球温暖化防止対策に取
り組みます。

④利便性の高い地域公共交通の構築
　圏域内における公共交通に共通する課題を解決する
ため、連携して調査研究や実証運行などに取り組みま
す。

⑤圏域の特産品の育成支援および物流・販売システム
の構築
　鳥取いなば農業協同組合などの関係機関と連携し、
圏域における特産品の育成支援策などについて検討し
ます。
　また、圏域の農産物などの集出荷一貫システムの構
築や、関西圏などでの販売店舗の確保を図ります。

⑥都市と農村との交流などによる中山間地域振興対策
の推進
　各地域で行われているさまざまなグリーンツーリズ
ムの連携に取り組むとともに、圏域内の中山間地域と

都市住民との交流を促進するための支援を行い、連携
して中山間地域の活性化に取り組みます。

⑦中山間地域振興に関わる民間人材の育成
　グリーンツーリズム関係者などを対象とした交流
会、研修会などを開催し、中山間地域振興に携わる人
材の育成を行います。

⑧合同職員研修などの実施
　職員の資質、政策課題対応能力などを高めるため、
合同職員研修などの実施により、圏域内自治体職員の
人材育成を行います。

本市と岩美町との取り組み
○山陰海岸ジオパーク構想の推進
　山陰海岸ジオパークエリアの地質学的・生態学的な
資源価値の教育的な活用、ジオツーリズムの場として
の環境整備などを行います。

本市と若桜町・八頭町との取り組み
○若桜鉄道の存続および活性化
　若桜鉄道の施設の維持管理を行うとともに、魅力向
上策について検討し、連携して若桜鉄道の利用者の増
加に取り組みます。

本市と智頭町との取り組み
○自治体病院の連携
　両自治体病院における医師の配置状況などに応じた
医師の相互派遣体制を構築します。

協定締結後、固い握手をする1市 4町の首長
（3月 29日　鳥取産業会館）
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●鳥取市の国民健康保険の現状
　国民健康保険は、加入者の保険料を主な財源として、
病気やけがなどの場合に必要な給付を行い、生活の安
定を図る相互扶助の社会保障制度です。
　本市の国民健康保険の財政状況は、急速な高齢化の
進行による医療費の増加、景気の低迷による保険料収
入への影響などにより、数年前
から年度ごとの収支では赤字が
続いています。
　昨年度は特に、新型インフル
エンザの影響や高度医療の普及
などにより、医療費が急増した
ため、基金を全額取り崩す（約 4
億 4600 万円）ことを余儀なく
される状況になりました。

●保険料改定の考え方
　医療費が増加している中、現行の医療分の保険料率
では、大幅な収入不足（約 8億 7800 万円）が見込ま
れる状況となり、保険料の引き上げが避けられない状
況となりました。しかしながら、保険料改定だけで収
入の不足を補うとすると、約 23㌫も引き上げなけれ
ばなりません。
　このため、特別の措置として、収入不足額の約半分
の 4億円を、このたび初めて一般会計から繰り入れま
す。さらに、1億円を県の基金からの借り入れを予定し、
引き上げ幅を 9.74 ㌫と極力抑えることとしました。
　なお、後期高齢者支援金分と介護分の保険料率は、
今までどおりで変更ありません。
　また、保険料の賦課限度額については、国の見直し
に合わせ、医療分、後期高齢者支援金分を引き上げます。

平成22年度の国民健康保険料について

保険料率・賦課限度額比較表
平成21年度 平成 22年度

区分
保険料率

賦課
限度額

保険料率
賦課
限度額

所得割 資産割 均等割 平等割 所得割 資産割 均等割 平等割

医療分 5.7% 16.8% 20,500 円 23,200 円 47万円 6.9% 16.8% 23,500 円 26,000 円 50万円

後期高齢者
支援金分 2.3% 4.4% 7,100 円 5,700 円 12 万円 2.3% 4.4% 7,100 円 5,700 円 13 万円

介護納付金分 2.1% 4.4% 7,700 円 5,200 円 10万円 2.1% 4.4% 7,700 円 5,200 円 10万円

医療分：国民健康保険の加入者全員が負担します。

後期高齢者支援金分：後期高齢者医療制度を支えるため、各医療保険（国保、健保、共済など）の加入者全員が負担します。

介護納付金分：国民健康保険加入者の40～ 64 歳の人が負担します。

問い合わせ先　市役所駅南庁舎保険年金課  0857-20-3485
　　　　　　　各総合支所市民福祉課（  16 ページ参照）

●保険料の算定方法
　保険料は、所得割、資産割、均等割、平等割をそれ
ぞれの料率で計算し、合計額が年間の保険料となりま
す。

所得割 被保険者の前年の総所得額から 33万円（市
民税の基礎控除額）を引いた額に、所得割率
を乗じて算出します。

資産割 当該年度の固定資産税額（鳥取市内に所有す
る土地・家屋で、都市計画税は含みません）に
資産割率を乗じて算出します。

均等割 被保険者 1人当たりの額です。
平等割 1世帯当たりの額です。

　年度途中で国民健康保険の資格を取得あるいは喪失
した場合には、月割りで計算します。この場合、保険

料は届け出をした日からではなく、資格を取得・喪失
した時点までさかのぼって計算しますので、手続きは
速やかに行ってください。

●便利な口座振替
　口座振替にすると、納め忘れがなく、払い込みに出
かける必要もないので、便利で確実です。
　ご利用の金融機関に、納付書または保険証、預金通
帳、届出印を持参して申し込んでください。口座振替
には、全期全納と期別振替の 2つの方法があります。
　なお、全期全納の口座振替の申し込みは 5月末日
までとなっています。期別納付の場合は、振替前月の
15日までに、金融機関の窓口にお申し込みください。
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informationPickup

祝日のごみ収集（鳥取地域）
問い合わせ先　市役所本庁舎生活環境課  0857-20-3217

※ごみは必ず朝８時までに出してください。

※新市域については総合支所だよりをご覧になるか、各総合

支所市民福祉課（ 16ページ）までお問い合わせください。

　ごみ収集日が祝日にあたる地区は、ごみ収集のスケジュールが変更になります。

月日 可燃ごみ 古紙類 ペットボトル プラスチック 食品トレー・資源ごみ・
小型破砕ごみ

5月　1日（土） 平常どおり
5 月　2日（日） お休みします
5 月　3日（月・祝） 収集します 10日（月）に振り替えて収集します お休みします
5 月　4日（火・祝） 収集します 11日（火）に振り替えて収集します お休みします
5 月　5日（水・祝） 収集します 12日（水）に振り替えて収集します お休みします

平成22年度  鳥取市立病院職員採用試験
問い合わせ先　市立病院総務課庶務係  0857-37-1576

※受験案内は、市立病院１階総合案内、市役所本庁舎1階
総合案内所、駅南庁舎１階総合案内、各総合支所、鳥取
市関西事務所で配布しています。

※詳しくは受験案内または市立病院ホームページをご覧ください。

試験区分
採用
予定
者数

受験資格 試験日程

看護師
助産師

30人
程度

昭和26年4月2日
以降に生まれた人
※看護師・助産師免
許取得者（平成23年
3月末までの取得見込
者含む）

受験案内配布開始
5/28（金）
申込受付期間
5/31（月）～6/17（木）
試験日
6/26（土）

　5月 27 日（木）から、大雨などの気象警報・注意
報の地域区分を細分化し、以下のとおりとします。

該当地域 従来の区分 5/27から
鳥取、国府、福部、気高、

鹿野、青谷
鳥取地区 鳥取市北部

河原、用瀬、佐治 八頭地区 鳥取市南部
　なお、切り替え後も従来の区分で放送される場合が
ありますが、ご了承ください。
　また、市町村ごとの気象警報・注
意報の詳細な発表状況は、気象庁ホー
ムページ（http://www.jma.go.jp/）
および国土交通省防災情報提供セン
ターの携帯端末用サイト（http://
www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/
i-index.html）に掲載します。

気象警報・注意報の区分変更
問い合わせ先
　鳥取地方気象台防災業務課 0857-29-1313

防災情報提供セン
ターの携帯端末用サ
イトのQRコード

乾電池・蛍光管の収集【6月の第1週】
　他のごみと区別し、それぞれ別の透明または半透明
な袋などに入れ、6 月 1日（火）～ 7日（月）の小型破
砕ごみの収集日（鳥取地域）にごみステーションに出
してください。蛍光管は購入時のケースに入れるなど、
壊れないようにしてください。

毎月10日は｢ノーレジ袋デー」
お買い物は「マイバッグ」で！
毎月10日は｢ノーレジ袋デー」

　市民のみなさんが協働のまちづくりに広く取り組
んでいただけるよう「鳥取市協働のまちづくり基本
方針」「鳥取市協働のまちづくりハンドブック」を作
成しました。市役所本庁舎・駅南庁舎・各総合支所、
各地区公民館に設置するとともに、ホームページで
も紹介しています。また、ご希望のみなさんにはお
送りしますので、お問い合わせください。

協働のまちづくり基本方針・ハンドブックができました
問い合わせ先　市役所本庁舎協働推進課 0857-20-3181

→

　取り引きなどに使用する質量計は、2年に１度の定
期検査を義務づけられています。平成 22年度に検査
を行う国府・福部・河原・用瀬・佐治地域のうち、福
部地域のみ 5月に集合検査を実施しますので、受検く
ださい（他の地域は 6月に実施の予定です）。
検査日 検査時間 検査会場 主な対象地域

5月17日
（月）

10:00～12:00
福部町総
合支所裏
側駐車場

海士集落

13:00～16:00 岩戸・細川集落

5月18日
（火）

10:00～12:00 湯山・高江集落

13:00～16:00 その他の集落
※該当地域で受検できない場合は、別の日時に受検してください。

計量器（はかり）の定期検査（福部地域）
問い合わせ先
　市役所第 2庁舎経済戦略課 0857-20-3222

とっとり市報 4月号の訂正
　次のとおり誤りがありました。おわびして訂正します。
19 ページ　「自然環境創造への補助」内の掲載漏れ
誤　募 問い合わせ先まで
　　　　　　↓
正　募 5 月 21日（金）までに事業計画書を問い合
　　わせ先まで
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流しびな気分で急流を体感

用瀬町

　4月3日（土）、鹿野町の城下町地区に鹿野往来交流館「童
ド リ ー ム

里夢」
が完成し、地元住民や関係者が集まって竣工式が行われました。
童
ド リ ー ム

里夢は、鹿野祭りに関する写真や映像、祭りに使われる小道具な
どを展示している施設で、午前9時 30分から午後5時 30分まで
年中無休で開館しています（入館無料）。また、9月には地元食材
を使った飲食店が出店する予定で、住民や観光客の交流の場となる
ことが期待されます。

鹿野往来交流館「童
ド リ ー ム

里夢」完成

鹿野町鹿野

　3月 20日（土）と21日（日）、用瀬町内を流れる千代川で、ラフ
トボートに乗って川下りを楽しむ「川遊びフェスティバル」が行われ
ました。参加者は、ライフジャケットとヘルメットを着用し、「流し
びなの館」前を通る約800㍍の行程を、自然を満喫しながら下りま
した。落差約1㍍の岩場では、ボートが大きく揺れるたびに「キャー」
と歓声を上げる参加者も･･･。ゴールに着くころには、みんなが全身
に水しぶきを浴びていました。

絆 (KIDS な ) ドリームで祭典閉幕

久松公園

　約 1年間にわたって県東部の魅力を県内外に発信してきた
「2009鳥取・因幡の祭典」が、3月21日（日）と22日（月・祝）
に久松公園一帯で開催された「いなば絆（KIDSな）ドリーム」で
閉幕しました。式典では、1市 4町の首長が子どもたちに祭典の
聖火を引き継いだ後、参加者全員が「ふるさと」を大合唱。最後に、
特産の因州和紙で折った紙飛行機を空高く飛ばして、未来への飛
躍を誓いました。

　3月 28日（日）、鳥取自動車道（中国横断自動車道姫路鳥取線）
の鳥取 IC（インターチェンジ）～河原 IC間 9.7 キロ㍍が完成し、
関係者らがテープカットを行って開通を祝いました。この日は、同
自動車道の大原 IC～佐用JCT（ジャンクション）間10.9 キロ㍍も
開通し、鳥取市から神戸・大阪方面への車での移動時間が約10分
間短縮されました。残る西粟倉 IC～大原 IC間 8.3 キロ㍍は、平成
24年度に開通する予定です。

鳥取自動車道　河原 IC ～鳥取 IC 間開通

鳥取自動車道
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河原町総合運動場

山のジオパークでじげおこし

国府町上
わ じ

地

小学生がキジを放鳥

気高町逢
おうさか

坂小学校

　3月17日（水）、逢坂小学校の児童がキジの放鳥を体験しました。
これは、子どもたちに野生の鳥と親しんでもらおうと、鳥獣保護・増
殖のための放鳥事業の一環として実施されたものです。児童は、学
校近くの農道で地元猟友会の人に手伝ってもらいながら、日齢 250
日以上のキジ 23羽を山に向かって放鳥。力強く羽ばたいて飛んでい
く姿を、歓声を上げながら見送りました。

グラウンドゴルフで和気あいあい

　3月 27日（土）、河原町総合運動場で52人の老若男女が参加し
て「世代交流グラウンドゴルフ大会」が開催されました。祖父母と孫、
または親子がペアになって1つのボールを交互に打ち、打数を競う
この大会。初心者の子どもたちは、ベテランの祖父母から「ボール
から目を離さないで打つ」「足はしっかり開く」などのアドバイスを
受け、楽しくプレーしながら交流を深めました。

　3月23日（火）、国府町上地の「扇の里交流館」で、ジオポイン
ト（地質学的に見どころのある場所）案内看板の除幕式が行われま
した。これは、山陰海岸ジオパークエリア内にある扇ノ山ふもとに
位置する同地区のジオポイントを紹介する看板で、多くの人に訪れ
てもらおうと設置したものです。地元代表の谷

たにぐち

口徳
とくごろう

五郎さんは「山
のジオパークが新しい魅力となって、たくさんの人が来てくれたら
嬉しい」と目を輝かせていました。

プラザ佐治記念ホール

最後の卒業式

青谷小学校南校舎

さじっ子がロケットの発射実験

　4月 2日（金）、佐治
町の放課後児童クラブ
「さじっ子クラブ」が、
さじアストロパーク研究
員の織

お り べ

部隆
たかあき

明さんを講
師に招いて、ロケットに
関する学習会を行いまし
た。参加した子どもたち
は、織部さんからロケッ
トの速さや燃料、宇宙に
関する知識をクイズ形式
で学んだ後、注射器にア
ルコール燃料を注入した
模擬ロケットの発射実験

を行いました。「ポンッ！」という音と同時に勢いよく飛
びだすロケットに、子どもたちはびっくりした様子でした。

　3月19日（金）、青谷小学校南校舎で卒業式が行わ
れました。4月からは青谷小学校北校舎と南校舎が統
合されるため、南校舎での最後の卒業式となりました。

真新しい中学校の制
服を着て、少し大人
になった卒業生 19
人は、学校生活でお
世話になった先生、
成長を温かく見守っ
てくれた地域住民、
そして、育ててくれ
たお父さん・お母さ
んに感謝し、思い出
いっぱいの校舎から
巣立ちました。
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中央保健センター
　BCG・ポリオなど
　　  0857-20-3191
　がん検診など
　　  0857-20-0320
　乳幼児健康診査など
　　  0857-20-3196
国府町総合支所市民福祉課
　　  0857-39-0566
福部町総合支所市民福祉課
　　  0857-75-2813
河原町総合支所市民福祉課
　　  0858-76-3114
用瀬町総合支所市民福祉課
　　  0858-87-3781
佐治地区保健センター
　　  0858-89-1024
気高町総合支所市民福祉課
　　  0857-82-3157
鹿野町総合支所市民福祉課
　　  0857-84-2013
青谷町総合支所市民福祉課
　　  0857-85-0012
中央地域包括支援センター
　　  0857-20-3456
こやま地域包括支援センター
　　  0857-32-2727
南地域包括支援センター
　　  0858-76-2351
西地域包括支援センター
　　  0857-82-6571

※新市域で行われる健診情報などは、「総合
支所だより」をご覧ください。
※お住まいの地域以外で受診などを希望の
場合は、お住まいの総合支所市民福祉課
または中央保健センターへ連絡ください。

6 月の鳥取地域の健診・予防接種など

受付 13:00 ～ 14:00　ところ さざんか会館
区　分 対　象　児 と　き

6カ月児 平成21年11月生 8日（火）～10日（木）

1歳6カ月児 平成20年11月生 15日（火）～17日（木）

3歳児 平成19年 5月生 22日（火）～24日（木）

2歳児歯科
および
フッ素塗布

平成20年 5月生  3日（木）
 13:00～14:30受付

　携行品：母子手帳、問診票、
　　歯ブラシ、タオル、コップ

離乳食
講習会
※事前にお
申し込み
ください

5～  8カ月児 2日（水）13:30～

8～12カ月児 9日（水）13:30～

ＢＣＧ接種
対象児 下記および生後６カ月未満で未接種の乳児
受付 13:00～14:00　ところ さざんか会館
と　き 対　象　児
2日（水） 平成22年　2月16日～28日生
18 日（金） 平成22年　3月　1日～15日生

※生後6カ月までに接種できない場合は、中央保
健センターにご相談ください。

乳幼児健康診査

ポリオ生ワクチン投与

■駐車場について　さざんか会館の駐車場
が満車の場合は、駅南庁舎駐車場（３時間
まで無料）をご利用ください。なお、どち
らの駐車場も駐車券が発行されますので、
受付で提示してください。

※5月分は市報 4月号に掲載

対象児 下記および生後90カ月未満で未接種の乳幼児
受付 13:00～14:00　ところ さざんか会館
と　き 対　象　児
4日（金） 平成 21年　9月生（1回目）
25 日（金） 平成 21年　8月生（2回目）
30 日（水） 平成 21年 10月生（1回目）

健康健康
6月

鳥取市食生活改善推進員養成講座
　地域の食生活改善や健康づくりなどを推進
する食生活改善推進員の養成講座です。
と　き　 ▽第 1回・第 10回 13:30 ～ 15:30

▽偶数月 9:30 ～ 14:30 ▽奇数月 9:30 ～
11:30（日程は右表参照）
ところ　さざんか会館（富安）
内　容　 ▽第 1 回：開講式 ▽偶数月：講義、
調理実習 ▽奇数月：講義 ▽第 10 回：閉講式
定　員　1グループ 25人程度
参加料　1000 円程度（資料代）
申し込み期限　5月 17日（月）
問い合わせ先　中央保健センター　  0857-20-3192

1 グループ
※火曜日開催

2 グループ
※木曜日開催

第 1回 5 月 27日（木） ※合同実施
第 2回 6 月 15日 6月 24日
第 3回 7 月   6 日 7月 15日
第 4回 8 月   3 日 8月 26日
第 5回 9 月   7 日 9月 16日
第 6回 10 月 19日 10月   7 日
第 7回 11 月 16日 11月   4 日
第 8回 12 月 14日 12月   9 日
第 9回 1 月 18日 1月 13日
第10回 2 月 17日（木） ※合同実施

自殺対策標語を決定しました
　お互いに気にかけ支えあい、自ら命を絶つ人を減ら
せるようにと、自殺対策標語を決定しました。本市は
下記の標語を使い、自殺予防の啓発活動を行います。
　「開こうよ　心の扉　私達と」
　　　　　　　　　最優秀賞　鳥取市　大

おおいし

石貴
たかゆき

之さん
　「疲れたら　無理しないでね　ひとやすみ」
　　　　　　　　　　優秀賞　鳥取市　三

み た に

谷直
な お み

美さん
・・・本市の状況・・・

・・・自殺を防ぐには・・・
　全国的な調査では、自殺者の多くがうつ病などの心
の病気になっていて、正常な判断ができない状態だっ
たと考えられています。このことから本人または周囲
の人が早期に「うつ」に気づき、医療機関受診や相談
をすることで、自殺は防ぐことができるといえます。
問い合わせ先　中央保健センター　  0857-20-3194

麻しん（はしか）と風しんの予防接種
　平成 24年度まで、麻しんと風しんの定期予防接種
の対象者が拡大されています。対象者へは 4月上旬に
個人通知していますので、なるべく早く（4～ 6月の
接種を推奨）予防接種を受けましょう。 ※対象者で通
知が届かなかったり接種券を紛失した場合などは、下
記問い合わせ先までご連絡ください。
接種期間：4月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日　※この
期間を過ぎると、全額自己負担になります。
費　　用：無料　※接種券が必要です。
今年度の対象者（拡大された対象者）

▽ 3 期：平成 9年 4月2日～平成10年 4月1日に生
まれた人（中学1年生相当） ▽ 4 期：平成 4年 4月2
日～平成5年4月1日に生まれた人（高校3年生相当）
対象者の拡大の目的

▽幼児期の接種では十分に免疫がつかない人に免疫を
与えるため ▽幼児期の接種で免疫がついても、時間の
経過とともに免疫が低下する人に再びワクチンを接種
し、免疫を強固なものにするため ▽幼児期に接種して
いない人に免疫をつけるため
問い合わせ先　中央保健センター　  0857-20-3191
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鳥取市の自殺者数の推移（鳥取県人口動態統計）
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  火 災     119

携帯電話カメラのバーコードリーダーで読み込むと市
役所携帯サイトにリンクされます。
トップメニュー→ジャンルから検索→ 2. 夜間・休日
救急診療のあと、ご希望の連絡先を選択してください。

「夜間・休日救急診療」情報は、携帯電話からでもご覧いただけます。
http://www.city.tottori.lg.jp/mobile/ 

夜間・休日急患診療所
※内科、小児科の 2診体制で診療を行います。
ただし小児科は月・水曜日は休診、日曜日は月1
～ 2回診療。

と　き　月 ～  土曜日　19:00～ 22:00
　　　　日曜・祝休日　  9:00～17:00
　　　　日曜・祝休日　19:00～ 22:00
ところ　急患診療所 （富安一丁目東部医師会館隣）
問い合わせ先　東部医師会　  0857-22-2782

夜間小児救急当番病院
日・月・火・木・金・土・祝休日 19:00～ 22:00
水 18:30～翌日8:30
日曜日 急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782
月曜日 赤 十 字 病 院 0857-24-8111
火曜日 急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782
水曜日 生 協 病 院 0857-24-7251
木曜日 急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782
金曜日 急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782
土曜日 急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782

休日急患歯科診療所

休日夜間在宅当番歯科医院

休日当番薬局

8:30 ～翌日 8:30
5 月

2日（日）市 立 病 院 0857-37-1522
3日（祝）生 協 病 院 0857-24-7251
4日（祝）中 央 病 院 0857-26-2271
5日（祝）赤 十 字 病 院 0857-24-8111
8日（土）市 立 病 院 0857-37-1522
9日（日）生 協 病 院 0857-24-7251
16日（日）中 央 病 院 0857-26-2271
23日（日）市 立 病 院 0857-37-1522
30日（日）赤 十 字 病 院 0857-24-8111

6 月 (7 日まで）
6日（日）生 協 病 院 0857-24-7251

休日救急当番病院

休日小児救急当番病院

※やむを得ず当番を変更する場
合がありますので、当日の新
聞などでご確認ください。

と　き　日曜・祝休日　10:00～16:00
ところ　東部歯科医師会（富安二丁目 歯科技工専門学校内）
　　　　  0857-23-3197

18:00 ～ 21:00
5 月

2日（日）山本歯科医院 扇町 127 0857-27-1961
3日（祝）山本歯科医院 的場三丁目 13 0857-53-7188
4日（祝）ゆむら歯科医院 湖山町南三丁目 217 0857-39-9950
5日（祝）米沢歯科医院 大榎町 12-11 0857-23-5099
9日（日）池田歯科医院 湖山町西二丁目 110 0857-31-0987
16日（日）いしかわ歯科 千代水三丁目 1 0857-38-8148
23日（日）みなみ歯科医院 南吉方一丁目 108-2 0857-23-1000
30日（日）伊藤歯科医院 栄町401 本通ビル3階 0857-24-3744

6 月（7日まで）
6日（日）いながき歯科医院 秋里 398-8 0857-21-1277

赤十字病院・生協病院　8:30～17:00
急患診療所　9:00～17:00

5 月
2日（日）急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782
3日（祝）生 協 病 院 0857-24-7251
4日（祝）急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782
5日（祝）赤 十 字 病 院 0857-24-8111
9日（日）急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782
16日（日）急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782
23日（日）急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782
30日（日）赤 十 字 病 院 0857-24-8111

6 月（7日まで）
6日（日）急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782

たんぽぽ薬局・常田薬局・いなば調剤薬局的場店　8:30 ～ 17:30
ひまわり薬局　8:30 ～ 17:00　　フジモト薬局　9:00 ～ 20:00　　
その他の薬局　9:00 ～ 17:00

5 月

2日（日）
フジモト薬局 行徳 1-103 0857-26-6660
常 田 薬 局 西町二丁目 102-1 0857-22-4792

3日（祝）
ひまわり薬局 末広温泉町 574 0857-21-9691
よ つ ば 薬 局 里仁 53-7 0857-30-3300

4日（祝）
フジモト薬局 行徳 1-103 0857-26-6660
よ つ ば 薬 局 里仁 53-7 0857-30-3300

5日（祝）
ジャスコ鳥取北店
調 剤 薬 局 晩稲 100-1 0857-38-3305

よ つ ば 薬 局 里仁 53-7 0857-30-3300

9日（日）
ひまわり薬局 末広温泉町 574 0857-21-9691
たんぽぽ薬局 西町一丁目 211 0857-37-1920

16日（日）
のぞみ調剤薬局 行徳一丁目320-2 0857-21-0045
常 田 薬 局 西町二丁目 102-1 0857-22-4792

23日（日）
いなば調剤薬局的場店 的場二丁目 71 0857-51-7667
たんぽぽ薬局 西町一丁目 211 0857-37-1920

30日（日）
博 成 薬 局 雲山 147-21 0857-22-0215
常 田 薬 局 西町二丁目 102-1 0857-22-4792

6 月（7日まで）

6日（日）
ひまわり薬局 末広温泉町 574 0857-21-9691
常 田 薬 局 西町二丁目 102-1 0857-22-4792

病院病院
5月

※当月分と、翌月の７日までの
情報を掲載しています。緊急   救 急     119

事件・事故　110
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高
齢
者
へ
の
支
援

問
い
ず
れ
も
市
役
所
駅
南
庁
舎
高
齢

社
会
課

 

０
８
５
７-

20-
３
４
５
３

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課（

 
16
ペ
ー
ジ
）

【
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
助
成
】

対
高
齢
者
自
ら
の
生
き
が
い
を
高
め

る
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地
域
を

豊
か
に
す
る
活
動
を
行
う
老
人
ク
ラ
ブ 

条
同
一
地
域
に
居
住
す
る
お
お
む
ね

60
歳
以
上
の
会
員
30
人
以
上
で
組
織
さ

れ
て
い
る
こ
と　

容
活
動
費
を
一
部

助
成

【
寝
具
丸
洗
い
乾
燥
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
月
実
施
分
】

対
１
人
暮
ら
し
で
75
歳
以
上
の
人
（
高

齢
者
の
み
の
世
帯
も
含
む
）、
１
人
暮

ら
し
で
65
歳
以
上
の
身
体
虚
弱
な
人
、

65
歳
以
上
で
在
宅
で
寝
た
き
り
の
人　

料
▽
掛
布
団
：
２
０
０
円
▽
敷
布

団
：
２
０
０
円
▽
羽
根
布
団
：
３
０
０

円
▽
毛
布
：
１
０
０
円 

※
枚
数
に
制

限
が
あ
り
ま
す
。　

募
５
月
21
日（
金
）

ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

家
族
介
護
者
の
集
い

「
ス
マ
イ
ル
・
ス
マ
イ
ル
」

対
介
護
に
関
心
の
あ
る
人　

時
５
月

19
日
（
水
）
10:

00
〜
12:

00　

所
市

役
所
駅
南
庁
舎
第
４
会
議
室　

容
勉

強
会
「
経
管
栄
養
（
胃
ろ
う
な
ど
）
に

つ
い
て
」
▽
講
師
：
田た
な
か中
紀の
り
あ
き章
（
市
立

病
院 

院
長
） 

料
２
０
０
円　

募
５
月

17
日
（
月
）
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
ま

で問
ス
マ
イ
ル
・
ス
マ
イ
ル
事
務
局
（
市

役
所
駅
南
庁
舎　

鳥
取
中
央
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

 

０
８
５
７-

20-

３
４
５
７

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

生
活
援
助
型
の
協
力
会
員
募
集

対
高
齢
者
の
家
庭
を
訪
問
し
、
要
望

に
応
じ
て
援
助
が
で
き
る
人　

容
食

事
の
準
備
・
後
片
付
け
、
掃
除
、
病
院

へ
の
付
き
添
い
な
ど
の
軽
度
で
専
門
性

を
要
し
な
い
も
の　

額
▽
平
日
７:

00

〜
20:

00
：
１
時
間
６
０
０
円
▽
土
・

日
・
祝
祭
日
お
よ
び
12
月
29
日
〜
１
月

３
日
：
１
時
間
８
０
０
円

問
鳥
取
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
さ
ざ
ん
か
会
館
１
階　

鳥

取
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

 

０
８
５
７-

22-

７
４
７
４

 

０
８
５
７-

39-

２
７
６
２

各
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

軽
自
動
車
税
の
減
免
手
続
き

対
障
が
い
の
あ
る
人
、
ま
た
は
同
居

の
家
族
な
ど
が
所
有
し
、
身
体
・
精
神

な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
に
使

用
す
る
軽
自
動
車 

※
１
台
ま
で 

持
身

体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・
療

育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

お
よ
び
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
（
精

神
通
院
）
の
う
ち
該
当
す
る
手
帳
（
交

付
日
が
平
成
22
年
４
月
１
日
以
前
の
も

の
）、
対
象
車
を
運
転
す
る
人
の
運
転

免
許
証
、
自
動
車
検
査
証
、
軽
自
動
車

税
納
税
通
知
著
、常
時
介
護
証
明
書（
運

転
す
る
人
が
同
居
の
家
族
な
ど
以
外
の

場
合
） 

※
障
が
い
の
部
位
や
程
度
な
ど

に
よ
り
、
減
免
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。 

受
５
月
24
日
（
月
）

ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

問
市
役
所
駅
南
庁
舎
市
民
税
課

 

０
８
５
７-

20-

３
４
１
３

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課（

 

16
ペ
ー
ジ
）

殺
虫
剤
の
無
償
配
布

対
主
に
公
共
下
水
道
な
ど
が
未
整
備

の
地
区
の
人　

容
衛
生
駆
除
薬
剤
（
殺

虫
剤
）
を
配
布 

※
１
世
帯
１
袋 

料
無

料　

受
５
月
６
日
（
木
）
〜
31
日
（
月
）

の
間
に
、
問
い
合
わ
せ
先
窓
口
ま
で

問
市
役
所
本
庁
舎
生
活
環
境
課

 

０
８
５
７-

20-
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市
民
福
祉
課（

 

16
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ー
ジ
）

地
域
の
産
業
を
支
援

対
市
内
の
事
業
所　

容
▽
農
商
工
・

産
学
官
連
携
の
取
り
組
み
支
援
：
共
同

研
究
に
よ
る
新
技
術
の
研
究
開
発
、
農

商
工
・
産
学
官
連
携
の
取
り
組
み
に
よ

る
新
商
品
開
発
に
補
助
▽
食
品
加
工
に

お
け
る
新
た
な
取
り
組
み
の
支
援
：
農

林
水
産
物
を
活
用
し
た
新
規
事
業
の
創

出
、
新
商
品
の
開
発
・
改
良
を
推
進
す

る
取
り
組
み
に
補
助　

額
補
助
対
象

金
額
の
３
分
の
２
以
内
（
上
限
１
０
０

万
円
）
募
６
月
11
日
（
金
）
ま
で
に

問
い
合
わ
せ
先
ま
で

問
市
役
所
第
２
庁
舎
経
済
戦
略
課

 

０
８
５
７-
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自
主
防
犯
活
動
団
体
補
助
金

対
各
地
区
で
継
続
的
に
自
主
防
犯
活

動
に
取
り
組
む
自
治
会
・
町
内
会
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
で
、
過
去
に
当

該
補
助
を
受
け
て
い
な
い
団
体 

容
防

犯
活
動
講
習
会
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、

広
報
紙
発
行
、
安
全
マ
ッ
プ
作
成
な
ど

に
補
助　

員
５
団
体　

※
応
募
多
数

の
場
合
は
、選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。 

福　祉

情報ひろば Inform
ation

お知らせ
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額
１
団
体
あ
た
り
10
万
円　

募
６
月

15
日
（
火
）
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
ま

で問
市
役
所
本
庁
舎
危
機
管
理
課

 

０
８
５
７-

20-

３
１
２
７

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援

対
町
内
会
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す

る
運
動
会
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文

化
的
な
活
動
な
ど
地
域
内
の
多
く
の
住

民
が
参
加
す
る
事
業　

容
経
費
の
一

部
を
補
助　

額
対
象
経
費
の
４
分
の

３
（
上
限
３
万
円
） 

受
５
月
31
日
（
月
）

ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
ま
で 
※
詳
し

く
は
、
各
自
治
会
宛
に
お
届
け
し
て
い

る
資
料
ま
た
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
役
所
本
庁
舎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
室

 

０
８
５
７-

20-

３
１
７
１

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

国
外
・
国
内
交
流
民
間
助
成
事
業

対
市
民
が
中
心
と
な
っ
て
構
成
す
る

民
間
団
体
が
、
経
済
、
文
化
、
歴
史
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
分
野
で
行
う
姉
妹
都

市
な
ど
で
の
交
流
事
業
（
国
内
の
場
合

は
交
流
先
で
実
施
す
る
事
業
）
▽
交
流

先
：
清
州
市（
韓
国
）、ハ
ー
ナ
ウ
市（
ド

イ
ツ
）、
太
倉
市
・
オ
ル
ド
ス
市
・
沙

河
市
（
中
国
）、
ブ
ラ
ジ
ル
鳥
取
県
人

会
（
ブ
ラ
ジ
ル
）、
国
内
の
県
外
都
市 

容
事
業
費
を
一
部
助
成　

募
５
月
６

日
（
木
）
〜
31
日
（
月
）
の
間
に
問
い

合
わ
せ
先
ま
で

問
市
役
所
本
庁
舎
企
画
調
整
課

 

０
８
５
７-

20-

３
１
５
４

鳥
取
地
域
一
斉
清
掃

時
５
月
16
日
（
日
） 

※
ご
み
は
17
日

（
月
）
〜
21
日
（
金
）
の
間
に
収
集
し

ま
す
。
　
容
注
意
事
項
▽
ご
み
は
町

内
会
で
決
め
ら
れ
た
一
斉
清
掃
用
の
集

積
場
所
に
出
す
▽
び
ん
・
缶
・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
な
ど
の
分
別
を
徹
底
す
る
▽
家

庭
ご
み
や
家
電
製
品
、
大
型
ご
み
、
タ

イ
ヤ
な
ど
は
出
さ
な
い　

※
ケ
ガ
を
し

な
い
よ
う
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。

凡例
対＝対象　容＝内容　時＝日時　募＝募集期間・方法
所＝場所　員＝定員　数＝数量　額＝支給・助成額など
料＝料金　受＝受付　条＝条件　持＝持参するもの
問＝問い合わせ先

問
市
民
運
動
推
進
協
議
会
（
市
役
所

本
庁
舎
協
働
推
進
課
内
）

 

０
８
５
７-

20-

３
１
８
２

歩
こ
う
会
５
月
例
会

時
５
月
９
日
（
日
）
７:

50
〜
16:

50 

容
鳥
取
駅
《
集
合
》 

 

列
車 

 

因

幡
社
〜
用
瀬
発
電
所
〜
用
瀬
総
合
グ
ラ

ン
ド
〜
流
し
び
な
の
里
〜
お
茶
本
陣
〜

ツ
ツ
ジ
展
望
台
〜
鷹
狩
駅 

 

列
車 

 

鳥
取
駅
《
解
散
》（
歩
行
距
離

６
・
０
㌖
）
料
８
０
０
円
（
交
通
費
） 

※
弁
当
や
水
筒
、
雨
具
は
各
自
で
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

問
歩
こ
う
会
事
務
局 

 

０
８
５
７-

23-

７
９
３
０

問い合わせ先
　市役所駅南庁舎固定資産税課  0857-20-3424

家屋の取り壊し・用途変更
　固定資産税は、毎年 1月 1日を基
準日として課税されます。12 月 31 日までに家屋の
全部または一部を取り壊した場合や、住宅から事務所・
店舗・倉庫に変わったなど家屋の用途を変更した場合
は、早急に固定資産税課へ届け出てください。この際、
住宅用地に対する税負担軽減の特例が適用または解除
になる場合があります。なお、家屋の取り壊しや用途
変更などで法務局に滅失・表示変更登記をした場合、
届け出は必要ありません。

問い合わせ先　鳥取年金事務所（旧鳥取社会保険事務
所）  0857-27-8311
市役所駅南庁舎保険年金課  0857-20-3484

学生納付特例の申請は
お済みですか？
■在学期間中の保険料を社会人になってから納めるこ
とができる制度です。
　20 歳から 60 歳までのすべての人は、国民年金に
加入しなければなりません。ただし、下記の学校に在
学している学生のうち、本人の前年所得が 118 万円
以下であれば、学生納付特例制度が利用できます。学
生納付特例で承認された期間の保険料は納付が猶予さ
れ、万一の事故や病気で障がいが残った場合、一定の
要件を満たしていれば障害基礎年金が受けられます。
【対象となる学校】
大学（大学院）、短大、高等学校、高等専門学校、専
修学校および各種学校（夜間部、定時制課程、通信制
課程の学生も対象） ※各種学校とは、修業年限が 1年
以上で、都道府県などの認可を受けている学校です。
■毎年度申請が必要です。
　学生納付特例の申請は毎年度必要です。4月分から
の申請をされる人は、5月末までに申請してください。
【申請に必要なもの】
年金手帳、学生証または申請する年度に証明された在
学証明書、認め印（本人が署名する場合は不要）、会
社などを退職して学生になった人は雇用保険被保険者
離職票・雇用保険受給資格者証・雇用保険被保険者資
格喪失確認通知書（いずれもコピー可）のいずれか

問い合わせ先
　市役所駅南庁舎市民税課  0857-20-3418

65歳未満の年金受給者に係る
市・県民税の徴収方法の変更
　平成 21年度市・県民税では、給与に係る市・県民
税は給与から特別徴収（引き落とし）し、公的年金な
どに係る市・県民税は普通徴収していました。平成
22年度からは以前の方法に戻し、65歳未満の年金受
給者については、公的年金などに係る市・県民税も給
与所得に係る市・県民税と合算して、給与から特別徴
収するように変更にします。
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米
子
ソ
ウ
ル
便
利
用
者
支
援
制
度

容
米
子
ソ
ウ
ル
便
を
利
用
す
る
時
、

旅
行
人
数
に
応
じ
て
旅
行
経
費
の
一
部

を
助
成 

募
問
い
合
わ
せ
先
ま
で 

※
両

方
の
制
度
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
旅
行
経
費
助
成
】

対
す
べ
て
の
出
発
日　

額
▽
４
人
以

上
：
１
万
円
▽
８
人
以
上
：
２
万
円
▽

13
人
以
上
：
５
万
円
▽
25
人
以
上
：
10

万
円
▽
50
人
以
上
：
15
万
円　

※
４
人
以
上
か
ら
対
象
と
な
り
、
更
に

利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

※
韓
国
仁
イ
ン
チ
ョ
ン川
空
港
か
ら
第
三
国
へ
の

乗
継
利
用
の
場
合
は
、
右
記
金
額
の
２

倍
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
貸
切
バ
ス
代
助
成
】

対
15
人
以
上
の
団
体　

額
上
限
：
１

台
あ
た
り
片
道
４
万
円

問
米
子
ソ
ウ
ル
便
利
用
促
進
委
員
会

事
務
局
（
県
庁
国
際
観
光
推
進
課
内
）

 

０
８
５
７-

26-

７
３
１
０

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

合
同
祝
賀
式
典
の
開
催
日

時
▽
鳥
取
・
国
府
・
福
部
地
域
：
８

月
26
日
（
木
）
10:

00
〜 

▽
鹿
野
・

気
高
・
青
谷
地
域
：
８
月
27
日
（
金
）

10:

00
〜 

▽
佐
治
・
用
瀬
・
河
原
地

域
：
８
月
27
日
（
金
）
14:

00
〜 

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
い
内
容
は
と
っ

と
り
市
報
６
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
市
役
所
駅
南
庁
舎
高
齢
社
会
課

 

０
８
５
７-

20-

３
４
５
１

糖
尿
病
料
理
講
習
会

時
６
月
13
日
（
日
）
９:

30
〜
13:

00 

所
さ
ざ
ん
か
会
館
３
階　

員
20
人　

料
５
０
０
円
（
材
料
費
） 

持
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾

問
市
立
病
院
栄
養
管
理
室

 

０
８
５
７-

53-

７
３
２
６

普
通
救
命
講
習
会

時
５
月
９
日
（
日
）
13:

00
〜
16:

00 

所
東
部
消
防
局
（
吉
成
） 

対
中
学
生

以
上　

容
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
実
技
指
導
な

ど　

料
無
料

問
東
部
消
防
局
警
防
課

 

０
８
５
７-

23-

２
３
０
３

「
呼
吸
の
日
」
市
民
公
開
講
座

時
５
月
８
日
（
土
）
13:

00
〜
16:

30 

所
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル　

容
▽
１
部
：
講
演
会
①
気
管
支
喘
息
：

鳥
取
県
の
喘
息
を
環
境
問
題
か
ら
考
え

る
②
肺
が
ん
：
危
険
因
子
と
し
て
重
要

な
喫
煙
③
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
：
レ
ン

ト
ゲ
ン
正
常
で
も
安
心
で
き
な
い
肺
の

生
活
習
慣
病
▽
２
部
：
肺
年
齢
測
定
の

体
験
会　

員
２
０
０
人　
※
先
着
順　

料
無
料

問
中
央
病
院
（
江
津
）

 

０
８
５
７-

26-

２
２
７
１

中
央
病
院
で
の
検
診
受
診
期
間

容
耐
震
工
事
の
た
め
、
今
年
度
の
受

診
期
間
を
制
限　

時
▽
本
市
人
間
ド

ッ
ク
：
８
月
〜
平
成
23
年
２
月
末
▽
本

市
の
各
種
検
診
：
７
月
の
み　

※
人
間

ド
ッ
ク
と
同
時
実
施
の
子
宮
が
ん
・
乳

が
ん
検
診
は
受
診
で
き
ま
す
。 

受
６

月
１
日
（
火
）
か
ら
予
約
開
始

問
中
央
病
院
（
江
津
）

 

０
８
５
７-

26-

２
２
７
１

美
保
基
地
航
空
祭

時
５
月
23
日
（
日
）
９:

00
〜
15:

00 

所
航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
内
（
境
港

市
小
篠
津
町
） 

※
自
家
用
車
は
基
地
内

に
乗
り
入
れ
で
き
ま
せ
ん
。
無
料
駐
車

場
を
用
意
し
ま
す
が
、
混
雑
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
基
地
と
無
料
駐

車
場
の
間
は
民
間
運
営
の
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
（
有
料
）
を
運
行
予
定
で
す
。 

容

航
空
機
地
上
展
示
（
Ｃ-

１
、
Ｙ

Ｓ-

11
、
Ｔ-

４
０
０
な
ど
）、
航
空

機
展
示
飛
行
（
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
、

Ｆ-

15
、
Ｆ-

２
な
ど
）、
主
要
装
備

品
展
示
（
炊
事
車
、
水
タ
ン
ク
な
ど
） 

※
身
体
障
が
い
者
補
助
犬
以
外
の
ペ
ッ

ト
類
を
連
れ
て
の
来
場
は
一
切
で
き
ま

せ
ん
。障
が
い
者
の
来
場
に
つ
い
て
は
、

基
地
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

お知らせ

m
od.g
o.jp/a

sdf/m
iho/

）
で
ご
確
認
い

た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
渉
外
室

 

０
８
５
９-

45-

０
２
１
１

市
民
活
動
表
彰
対
象
者
の
推
薦

容
市
内
を
中
心
に
、
多
く
の
市
民
の

賛
同
が
得
ら
れ
る
市
民
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も

継
続
的
な
活
動
が
期
待
で
き
る
市
民
、

市
民
活
動
団
体
、
事
業
所 

※
活
動
者

本
人
ま
た
は
所
属
す
る
団
体
の
メ
ン
バ

ー
の
自
薦
は
で
き
ま
せ
ん
。
▽
選
考
：

推
薦
者
に
取
り
組
み
内
容
の
詳
細
を
伺

い
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
を
市
民
自
治
推

進
委
員
会
が
審
査
、
そ
の
結
果
を
も
と

に
表
彰
さ
れ
る
団
体
を
市
長
が
決
定　

募
５
月
31
日
（
月
）
ま
で
に
、
推
薦

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
持
参　

※
推
薦
書
は
、
市

役
所
本
庁
舎
１
階
総
合
案
内
所
・
３
階

協
働
推
進
課
、
駅
南
庁
舎
１
階
総
合
案

内
、
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
に
設
置

し
て
い
る
ほ
か
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

募　集

Inform
ation
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問
市
役
所
本
庁
舎
協
働
推
進
課

 

０
８
５
７-

20-

３
１
８
２

住
居
表
示
等
審
議
会
委
員

容
住
居
表
示
の
実
施
や
町
界
町
名
の

整
備
に
つ
い
て
審
議
▽
任
期
：
委
嘱
の

日
か
ら
２
年
間
▽
会
議
の
開
催
：
年
２

回
程
度　

条
市
内
在
住
の
20
歳
以
上

（
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
）
で
、
平

日
開
催
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人　

員
２
人　

額
報
酬
：
出
席
１
回
に
つ

き
９
千
円　

募
５
月
28
日
（
金
）
ま

で
に
、「
町
名
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」

を
４
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
、
持
参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
問

い
合
わ
せ
先
ま
で

問
市
役
所
本
庁
舎
総
務
課

 

０
８
５
７-

20-

３
１
０
２

 

０
８
５
７-

20-

３
０
４
０

soum
u@
city.tottori.lg.jp

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
投
票
立
会
人

容
今
夏
執
行
予
定
の
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
の
投
票
立
会
人

【
投
票
日
当
日
】　

時
期
日
未
定
・
日
曜

日
６:

30
〜
20:

30
（
繰
り
上
げ
投
票

所
は
１
時
間
短
縮
）　

所
住
所
地
の
当

日
投
票
所　

条
立
ち
会
い
を
し
よ
う

と
す
る
投
票
区
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
有
権
者
で
、
当
日
必
ず
立

ち
会
い
の
で
き
る
人　

員
各
投
票
区

２
人
ず
つ
（
20
代
１
人
、
年
齢
制
限
な

し
１
人
） 

額
報
酬
：
約
１
万
７
０
０
円

【
期
日
前
投
票
】　

時
投
票
日
の
16
日

前
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
の
16
日
間

８:

10
〜
20:

30 　

所
市
内
９
カ
所
の

期
日
前
投
票
所　

条
20
歳
以
上
の
有

権
者
で
、
希
望
日
に
必
ず
立
ち
会
い
の

で
き
る
人　

員
福
祉
文
化
会
館
お
よ

び
各
総
合
支
所
期
日
前
投
票
所
（
用
瀬

地
域
は
用
瀬
地
区
保
健
セ
ン
タ
ー
）
に

お
い
て
毎
日
各
２
人
ず
つ
（
20
代
１
人
、

年
齢
制
限
な
し
１
人
） 

額
報
酬
：
約
９

５
０
０
円

募
５
月
１
日
（
土
）
〜
25
日
（
火
）

の
間
に
、
は
が
き
な
ど
に
「
当
日
の
立

会
人
希
望
」
ま
た
は
「
期
日
前
の
立
会

人
希
望
」と
記
入
し（
両
方
希
望
も
可
）、

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、

期
日
前
を
希
望
の
場
合
は
６
月
25
日

（
金
）
〜
７
月
24
日
（
土
）
の
間
で
立

ち
会
い
可
能
な
日
を
明
記
の
う
え
、
郵

送
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
い
ず
れ
か
で
問

い
合
わ
せ
先
ま
で 

※
投
票
日
が
決
ま

り
次
第
、
立
会
人
候
補
を
決
定
、
通
知

し
ま
す
。
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

な
ど
で
決
定
し
ま
す
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
（
西
町
二
丁
目

３
１
１
）

 

０
８
５
７-

20-

３
３
８
６

 

０
８
５
７-

20-

３
０
５
１

ご協力を！千代川市民一斉清掃

テ ー マ　水道について、日ごろ感じていることや広く
伝えたいこと
応募資格　市内在住または通勤・通学している人
応募方法　作品に住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
うえ、持参、郵送、ファクシミリのいずれかで
応募期限　6 月 14日（月）（必着）
入 賞　特選（1点）、準特選（3点）　
※入賞作品は水道局の広報活動に使用します。
発表方法　入賞者には通知するとともに、市報などで発表
そ の 他　

△

1 人 1 点　

△

入賞作品の著作権は市水道
局に帰属　

△

応募作品は自作・未発表のもの
送 付 先　〒 680-1132　国安 210-3　水道局総務課
標語募集担当  0857-53-7802

水道の標語を募集します

水道水　命を守る　宝物
水道週間  ６月１日（火）～７日（月）

昨年の「水道に関する標語」特選作品　宝木小学校 藤
ふじわら

原泉
み う

羽さん

問い合わせ先　鳥取市水道局  0857-53-7811
ホームページ http://www.water.tottori.tottori.jp/

　私たちの大切な水源をきれいに保つため、ご協力を
お願いします。清掃に必要な軍手・ごみ袋は用意します。
と き　6月 6日（日）9:00 ～ 10:00　※雨天の場合
は6月13日（日）に延期します。実施の有無については、当
日7:00以降に水道局  0857-53-7811へ問い合わせください。
また、ケーブルテレビいなばぴょんぴょんネットでも、7:00
にお知らせ画面を放映します。
集合場所　千代川倉田スポーツ広場

公共下水道（いずれも一部）

▽湖山町西一丁目 ▽湖山町南二丁目 ▽湖山町南五丁目

▽賀露町 ▽布勢
工事は指定工事店で

　下水道が整備された場合は、すみやかに下水道に接
続する排水設備工事を行いましょう（浄化槽などの切
り替えはおおむね１年以内、くみ取り便所の水洗化は
３年以内）。工事は、必ず本市が指定する排水設備工事
店に申し込んでください。無利子の改造資金融資制度
もありますのでご利用ください。なお、排水設備工事
完成後に排水管がつまって下水が流れない場合は、施
工した工事店か清掃業者に清掃を申し込んでください。

　市職員を装ったり、市役所から依頼といつわったり
して、下水排水管の点検、清掃、消毒などの業務を契
約させ、高額な費用を請求するといった被害が発生し
ています。市役所では、みなさんの敷地内にある排水
管について、このような業務を行ったり、業者に依頼
したりすることはありませんので、ご注意ください。

ご注意ください！

下水道の供用区域が広がりました

問い合わせ先　市役所環境下水道部庁舎下水道計画課
　　　　　　　 0857-20-3304
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平
成
22
年
度 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

対
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
青
少
年
の
健
全
育

成
を
め
ざ
し
、
地
域
全
体
で
活
動
す
る

団
体　

※
登
録
さ
れ
る
と
、
全
国
・
鳥

取
県
・
鳥
取
市
の
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
行
う
各
種
事
業
に
参
加
で
き
ま
す
。 

条
有
資
格
指
導
者
１
人
以
上
、
団
員
と

な
る
児
童
・
生
徒
10
人
以
上
が
所
属
し

て
い
る
こ
と　

※
指
導
者
資
格
の
取
得

に
は
講
習
の
受
講
が
必
要
で
す
。 

料

▽
指
導
者
：
１
人
１
４
０
０
円
▽
団

員
：
１
人
５
０
０
円　

募
６
月
18
日

（
金
）
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

問
鳥
取
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
事

務
局
（
市
役
所
第
２
庁
舎
体
育
課
内
）

 

０
８
５
７-

20-

３
３
７
１

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
教
室

所
鳥
取
市
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
三

津
） 

募
５
月
１
日
（
土
）
か
ら
問
い

合
わ
せ
先
で
募
集
開
始　

※
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り

問
鳥
取
市
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

 

０
８
５
７-

28-

５
２
５
９

【
大
人
の
カ
ヌ
ー
体
験
会
】

対
中
高
年
の
カ
ヌ
ー
初
心
者　

時
５

月
22
日
（
土
）
14:

00
〜
16:

00　

員

15
人　

料
５
０
０
円
（
保
険
料
・
税

込
み
） 

持
水
に
ぬ
れ
て
も
よ
い
靴
、
防

寒
服

【
大
人
の
初
心
者
ヨ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
】

対
ヨ
ッ
ト
初
心
者　

時
５
月
23
日
〜

６
月
13
日
の
毎
週
日
曜
日
（
全
４
回
）

14:

00
〜
16:

00　

容
▽
１
日
目
：
ヨ

ッ
ト
に
関
す
る
基
礎
知
識
・
基
本
操
作

に
つ
い
て
の
講
習
、
指
導
員
と
同
乗
▽

２
日
目
：
タ
ッ
キ
ン
グ
（
風
上
へ
の
方

向
転
換
）
の
練
習
▽
３
日
目
：
ジ
ャ
イ

ビ
ン
グ
（
風
下
へ
の
方
向
転
換
）
の
練

習
▽
４
日
目
：
自
在
に
操
縦　

員
10
人 

料
３
０
０
０
円
（
保
険
料
・
税
込
み
） 

持
水
に
ぬ
れ
て
も
よ
い
靴
、
防
寒
服

【
テ
ニ
ス
教
室
】

時
▽
初
心
者
コ
ー
ス
：
６
月
７
日
〜

８
月
９
日
の
毎
週
月
曜
日（
７
月
19
日
・

26
日
は
休
み
、
全
８
回
）
10:

00
〜

12:

00
▽
中
級
者
コ
ー
ス
：
６
月
３
日

〜
７
月
22
日
の
毎
週
木
曜
日（
全
８
回
）

10:
00
〜
12:

00　

員
各
コ
ー
ス
20
人 

料
各
３
０
０
０
円
（
保
険
料
・
税
込
み
） 

持
ラ
ケ
ッ
ト
、
体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ

人
権
と
っ
と
り
講
座

対
市
内
在
住
、
ま
た
は
通
勤
通
学
し

て
い
て
、
人
権
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る

人　

時
９:

30
〜
15:

00
（
６
月
９
日

は
午
後
の
み
） 

※
日
程
は
左
表
参
照  

所
鳥
取
市
人
権
交
流
プ
ラ
ザ　

員
20

人
程
度 

※
原
則
全
講
座
に
参
加
で
き

る
人　

料
無
料　

募
５
月
20
日
（
木
）

ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

問
市
役
所
本
庁
舎
人
権
推
進
課

 

０
８
５
７-

20-

３
２
２
４

財
団
法
人
鳥
取
市
人
権
情
報
セ
ン
タ
ー

 

０
８
５
７-

24-

３
１
２
５

　
６
月
９
日
（
水
）

テ
ー
マ
開
講
式
／
人
権
の
ま
ち
づ
く
り

講
　
師
奥お

く
だ田　

均ひ
と
し

さ
ん

　
６
月
24
日
（
木
）

テ
ー
マ
女
ら
し
さ
、
男
ら
し
さ

講
　
師
水み

ず
の野
阿あ

し

ゅ

ら

修
羅
さ
ん

　
７
月
５
日
（
月
）

テ
ー
マ
格
差
社
会
と
労
働

講
　
師
熊く

ま
ざ
わ沢　

誠ま
こ
と

さ
ん

　
７
月
12
日
（
月
）

テ
ー
マ
罪
を
重
ね
な
く
て
も
生
き
ら
れ

る
社
会
に

講
　
師
山や

ま
も
と本
譲じ

ょ
う
じ司
さ
ん

　
８
月
24
日
（
火
）

テ
ー
マ
時
の
響
き
て

犯
罪
被
害
者
支
援
の
取
り
組
み

講
　
師
福ふ

く
や
す安
和か

ず
こ子
さ
ん

田た
な
か中
完か

ん
じ治
さ
ん

　
９
月
３
日
（
金
）

テ
ー
マ
講
演
会「
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
」

講
　
師
辛し

ん

淑す

ご玉
さ
ん

　
９
月
16
日
（
木
）

テ
ー
マ
生
き
る“
ち
か
ら
„を
支
え
る
も
の

講
　
師
森も

り
た田
多た

か

え
賀
枝
さ
ん

　
10
月
３
日
（
日
）

テ
ー
マ
講
演
会
「
高
齢
社
会
を
活
き
活
き
と

〜
す
べ
て
の
人
に
居
場
所
と
出
番
を
〜
」

講
　
師
樋ひ

ぐ
ち口
恵け

い
こ子
さ
ん

　
未
　
定
（
10
月
中
旬
）

テ
ー
マ
調
整
中
／
閉
講
式

講
　
師
未
定

募　集

名
木
・
古
木
観
察
会

容
市
指
定
の
保
存
樹
木
や
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
神
社
の
森
な
ど

を
観
察　

時
５
月
14
日
（
金
）
９:

00

〜
15:

30　

所
市
役
所
〜
木
原
神
社
の

夫
婦
ス
ギ
ほ
か
国
府
地
域
を
中
心
に
８

カ
所
程
度
〜
市
役
所　

員
20
人 

※
応

募
多
数
の
場
合
は
初
め
て
の
人
を
優
先 

料
無
料　

持
昼
食
、
水
筒
、
雨
具
な

ど　

募
往
復
は
が
き
に
、住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
で
問

い
合
わ
せ
先
ま
で

問
市
役
所
本
庁
舎
環
境
政
策
課
（
〒

６
８
０-

８
７
５
１
尚
徳
町
１
１
６
）

 

０
８
５
７-

20-

３
１
７
６

国
際
交
流
プ
ラ
ザ
外
国
語
講
座

所
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
（
湖
山
町
西
一

丁
目
） 

員
各
20
人　

料
無
料
（
教
材

費
は
自
己
負
担
）

問
国
際
交
流
プ
ラ
ザ

 

０
８
５
７-

31-

３
２
５
３

【
ド
イ
ツ
語
入
門
講
座
】

時
５
月
22
日
か
ら
毎
週
土
曜
日
10:

00

〜
12:

00
（
全
10
回
） 

容
講
師
：
ミ
ヒ

ャ
エ
ル
・
シ
ュ
ル
ツ
さ
ん
（
鳥
取
市
国

際
交
流
員
）

【
ド
イ
ツ
語
中
級
講
座
】

時
５
月
22
日
か
ら
毎
週
土
曜
日
13:

30

〜
15:

30
（
全
10
回
） 

容
講
師
：
ミ
ヒ

ャ
エ
ル
・
シ
ュ
ル
ツ
さ
ん
（
鳥
取
市
国

Inform
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22とっとり市報 2010.05



　楽しい催し物が盛りだくさんです。
ご家族そろってご参加ください。
と き　6月6日（日）

10：00～ 15：00（雨天決行）
ところ　リファーレンいなば（伏野）
内 容　環境講演会「ダンボール箱を使った生ごみ堆
肥を作ろう！」 ▽講師：鳥取友の会／リサイクルマーケッ
ト（受付期間 5/11（火）～18（火）、出店料 500円）
／傘の骨直し／いなばコンポ特売／再生品展示販売
／アルミ缶・紙パック交換コーナーなど　※今回は包
丁研ぎはありません。

リファーレンいなば

内容 日時 定員 費用

紙パックのイス作り 12日（水）10:00～15:00 10人 無料

裂き織り 15日（土）、21日（金）
10:00～15:00 4人 実費

余り布でマイバッグ作り 19日（水）10:00～15:00 10人 無料
健康布ぞうり 20日（木）10:00～15:00 10人 100円
※詳しくは電話でお問い合わせください。上記以外の体験講

座や外部出張も行います。お気軽にご相談ください。

リサイクルファクトリー5月スケジュール

申し込み・問い合わせ先　リファーレンいなば（伏野
2220）  0857-59-6026

第 18回リサイクルフェスティバル
★アンケート記入者にトイレットペーパープレゼント！
★天ぷら油の回収をします。プレゼントあり！！

天ぷらカーが
走ります！

ごみの少ないライフスタイルを考えよう！

際
交
流
員
）

【
ハ
ン
グ
ル
入
門
講
座
】

時
５
月
23
日
か
ら
毎
週
日
曜
日
13:

30

〜
15:

30
（
全
10
回
） 

容
講
師
：
趙ジ
ョ

新シ
ン
ヒ
ョ
ン
形
さ
ん

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員

養
成
講
座

対
高
校
生
以
上
で
盲
ろ
う
者
の
福
祉

に
理
解
と
熱
意
が
あ
り
、
手
話
で
の
会

話
が
可
能
な
人　

容
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
情
報
獲
得
・
移
動
な
ど
の
支

援
方
法
を
学
習　

時
５
月
26
日
〜
12

月
22
日
の
お
お
む
ね
隔
週
水
曜
日
（
全

15
回
）
18:

45
〜
20:

45　

所
県
民
ふ

れ
あ
い
会
館
（
扇
町
）　

員
20
人　

 
募
５
月
14
日
（
金
）
ま
で
に
、
申
込

書
を
問
い
合
わ
せ
先
ま
で　

※
申
込
書

は
問
い
合
わ
せ
先
に
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

問
鳥
取
盲
ろ
う
者
友
の
会
養
成
事
業

事
務
局

 

０
８
５
９-

35-

０
１
１
９

女
性
の
再
就
職
応
援

パ
ソ
コ
ン
講
座

対
市
内
在
住
、
ま
た
は
通
勤
通
学
し

て
い
る
女
性
で
、
マ
ウ
ス
操
作
と
日
本

語
入
力
が
で
き
る
人　

※
過
去
に
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
パ
ソ
コ
ン
講
座

を
受
講
さ
れ
た
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。 

時
６
月
７
日（
月
）〜
10
日（
木
）

９:

00
〜
12:

00
（
午
前
コ
ー
ス
）、

13:

00
〜
16:

00
（
午
後
コ
ー
ス
）　

所
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
輝き

な

ん
せ
鳥
取
」　

容
▽
ワ
ー
ド
２
０
０
３

初
級
：
書
式
設
定
な
ど
の
基
本
操
作
か

ら
、文
書
作
成
（
お
知
ら
せ
、チ
ラ
シ
）、

印
刷
な
ど
▽
エ
ク
セ
ル
２
０
０
３
初

級
：
デ
ー
タ
・
数
式
の
入
力
な
ど
の
基

本
操
作
か
ら
、
表
や
計
算
集
計
、
グ
ラ

フ
作
成
、
印
刷
な
ど　

員
各
コ
ー
ス

20
人 

※
応
募
多
数
の
場
合
は
５
月
20

日
（
木
）
14:

00
か
ら
の
公
開
抽
選
会

で
決
定
し
、
５
月
下
旬
に
応
募
者
全
員

に
は
が
き
で
結
果
を
通
知
し
ま
す
。 

料
２
１
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
） 

募

５
月
14
日
（
金
）
ま
で
に
、
往
復
は
が

き
に
、
コ
ー
ス
名
（
午
前
・
午
後
）、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
で
問
い

合
わ
せ
先
ま
で　

※
満
１
歳
以
上
就
学

前
ま
で
の
幼
児
を
無
料
で
お
預
か
り
し

ま
す
。
希
望
の
人
は
応
募
の
往
復
は
が

き
に
幼
児
の
名
前
・
年
齢
も
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
両
コ
ー
ス
お
よ
び

複
数
枚
で
の
応
募
、
往
復
は
が
き
で
な

い
も
の
で
の
応
募
は
無
効
と
な
り
ま

す
。

問
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
輝き

な

ん
せ
鳥
取
」（
〒
６
８
０-

０
０
２
２

西
町
二
丁
目
３
１
１
）

 

０
８
５
７-

24-

２
７
０
４

　本市では、企業における子どもを産み育てやすい環
境づくりの促進のため、次世代育成に積極的に取り組
む企業を認定しています。平成 21年度において認定
された企業は以下のとおりです。
●千代三洋工業（株）
所在地　鳥取市晩稲 54-1　業種　製造業
従業員　88人（女性 25人、男性 63人）
　子どもの学校行事などに参加しやすい職場環境づく
りを行っています。
●（株）ジューケン
所在地　鳥取市賀露町 113-2　業種　建設業
従業員　24人（女性 4人、男性 20人）
　育児・介護休業法の改正内容を先取りするなど、従
業員の働きやすい環境づくりに取り組んでいます。
●三洋電機コンシューマエレクトロニクス（株）
所在地　鳥取市立川町七丁目 101
業　種　電気機械器具製造業
従業員　1234 人（女性 401人、男性 833人）
　法律の規定を超えた充実した取り組み、独自制度の
導入など、仕事と家庭を両立しやすい環境づくりを
行っています。

平成21年度  鳥取市次世代育成優秀企業の紹介

問い合わせ先
　市役所駅南庁舎児童家庭課 0857-20-3466
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　高齢者のみなさんが、住み慣れた地域で安心して生
活ができるよう、次のような相談の受付や支援を行っ
ています。最寄りのセンターにお気軽にご相談くださ
い。訪問による相談も行っています。

センターの主な業務
●介護や健康のこと
　介護保険の申請代行、介護予防のためのおたっしゃ
教室、家族介護教室などを行っています。
●さまざまな相談ごと
　「退院後の生活が心配」「近所の一人暮らしの高齢者
が心配」といった相談や、認知症に関する相談を受け
ています。
●権利を守ること
　高齢者虐待に関する相談や、判断能力が十分でない
人への成年後見制度の利用相談をお受けします。また、
認知症サポーター養成講座を開催しています。
●暮らしやすい地域のために
　医療機関、民生委員、社会福祉協議会などの関係者
との連携を推進するとともに、ケアマネージャーの支

ご存じですか？地域包括支援センター
援を行います。

各センターの紹介
●鳥取中央地域包括支援センター
ところ　富安二丁目138-4（市役所駅南庁舎1階）
担　当　鳥取地域（千代川以東）、国府地域、福部地域
問い合わせ先　 0857-20-3456、20-3457
●鳥取こやま地域包括支援センター
ところ　湖山町西一丁目512（学習・交流センター2階）
担　当　鳥取地域（千代川以西）
問い合わせ先　 0857-32-2727
●鳥取南地域包括支援センター
ところ　用瀬町別府96-2（用瀬地区保健センター内）
担　当　河原地域、用瀬地域、佐治地域
問い合わせ先　 0858-76-2351
●鳥取西地域包括支援センター
ところ　気高町浜村50-22（気高地区保健センター内）
担　当　気高地域、鹿野地域、青谷地域
問い合わせ先　 0857-82-6571

砂の美術館通信

【ゴールデンウィーク交通情報】
● 5月 1日（土）～４日（火・祝）は、鳥取駅バスター
ミナル～鳥取砂丘間で有料シャトルバスを運行し
ます（乗車券の提示で入館料 100円引き）。
● 5月 2日（日）～４日（火・祝）は、鳥取砂丘オ
アシス広場を臨時駐車場とし、鳥取砂丘との間で
有料シャトルバスを運行します。
　　砂丘周辺の交通渋滞緩和のため、

ぜひご利用・ご協力をお願いします！　　

【お問い合わせ】鳥取砂丘情報館サンドパルとっとり
 0857-20-2231  0857-20-2232
公式ホームページ http://sakyu.city.tottori.tottori.jp/museum/
※天候不良などの場合を除き、会期中は無休です。

＜第4期展示スタート！＞
　今回のテーマは「アフリカ」とい
うことで、これまでとは違った砂像
の世界を楽しんでいただけると思
います。駐車場入り口では鳥取市の
「砂像マイスター」が制作したウェ
ルカム砂像がみなさんをお迎えし
ます。スタッフ一同、みなさんの
ご来場をお待ちしています！

鳥取砂丘砂の美術館　館長　下
しもざわ

澤武
たけ し

志

鳥取砂丘

元気でいきいき介護予防！　第1回 Inform
ation

Vol.1

第 4期展示～砂で世界旅行・アフリカ～
【会期】 4 月 29日～平成23年 1月 10日
　　　　9:00～ 20:00
【入場料】 一般 500円、小・中・高校生300円
　　　  ※団体割引あり、障がい者手帳保持者無料 
●アフリカの風景や動物をテーマにした 10 作品が
登場！
●会場では、ミニ砂像つくり体験ができます（毎日、
10人以上は要予約、体験料 500円）。
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第46回 鳥取しゃんしゃん祭
イベント情報・鈴の音大使募集

ディズニーの仲間たちがやってくる！
　鳥取しゃんしゃん祭のオープニングイベントとし
て、ディズニーの仲間たちが鳥取にやってきて、若桜
街道をパレードします。
と　き　8月 7日（土）18:30 ～ 19:00
ところ　若桜街道～駅前通り
※市役所第 2庁舎前から鳥取駅方面に向かってパレー
ドします。

第 12回鳥取しゃんしゃん鈴の音大使コンテスト

応募資格　市内に在住、在学、在籍する 18 歳以上で
各種行事に参加できる人　※男女は問いません。高校
生および他の観光大使などに選出・活動されている人
は応募できません。
活動期間　平成 22年 8月～平成 23年 8月
内　　容　鳥取しゃんしゃん祭を盛り上げるととも
に、本市の " 顔 " として県内外での各種イベントに参
加、本市の魅力を広く PRする　※第 12 代大使に選
ばれた人には、副賞として 10 万円（任期終了後）、浴衣、
制服、帽子、靴などを贈ります。
募集人数　3人
選考方法　 ▽第 1次選考：書類 ▽第 2次選考：面接
応募方法　6月 15 日（火）までに、応募用紙を鳥取
しゃんしゃん祭振興会ホームページ（http://www.
tottori-shanshan.jp/）からダウンロードし、写真（顔
写真、全身の 2枚）、市内に在住・在学・在勤のいず
れかを証明できるもの（免許証、保険証など）のコピ
ーを添えて、持参または郵送で問い合わせ先まで
問い合わせ先　鳥取しゃんしゃん祭振興会事務局（〒
680-0035 新町 103　鳥取市観光協会内）  0857-
26-0756 0857-29-1000

第18回 日本ホスピス・在宅ケア
研究会 全国大会 in 鳥取

ところ　とりぎん文化会館
申し込み　野の花診療所、喫茶ピッコロ、定有堂書店、
とりぎん文化会館、トスク本店にてチケット販売中（1
日入場券3000円、市民公開講座各1000円） ▽その他：
住所、氏名、ファクシミリ番号を明記のうえ、下記問
い合わせ先まで郵送またはファクシミリで　※折り返
し申込書を送付します。また、「日本ホスピス・在宅

ケア研究会鳥取」ホームページで、詳しいイベントの

内容や申し込み方法をご覧いただけます。

市民公開講座① 7月 10日（土）
  9:00 ～「創作劇 ー神話からー」
  　　　　出演　鳥の劇場（鹿野町劇団）
10:00 ～「我々はどこから来たのか、我々はどこへい
　  　　　くのか～命の原点を見つめて」
  　　　　講師　鎌

か ま た

田實
みのる

さん（医師・作家）
市民公開講座② 7月 11日（日）
10:00 ～「座談会 死を包む言葉」
  　　　　ゲスト　谷

たにかわ

川俊
しゅんたろう

太郎さん（詩人）、玄
げんゆう

侑宗
そうきゅう

久
　　  　　さん（作家・僧侶）、よしもとばななさん（作家）

▽上記のほかにも、辰
た つ み

巳芳
よ し こ

子さん「いのちのスープ」、
柏
かし わ ぎ

木哲
て つ お

夫さん「ホスピスケアのはじまり」、向
む か い や ち

谷地生
いく よ し

良
さん「べてるの家の非援助論」、細

ほ そ や

谷亮
り ょ う た

太さん「子供の
死から教えられるもの」など50人のゲストを招いたさ
まざまな企画を用意しています。

問い合わせ先　第 18回日本ホスピス・在宅ケア研究会
鳥取大会実行委員会事務局（〒680-0824 行徳三丁目
431　野の花診療所内） 0857-27-0087

　5月 23日から 29日までの「鳥取市障がい者福祉週
間」にあわせて、障がいのある人との交流をとおして
理解を深める「ふれあい広場」を開催します。
と　き　5月 23日（日）13:00 ～ 16:00
ところ　市民体育館　※昨年は県民体育館で開催しま
したが、今回は場所を変更しています。ご注意ください。
内　容　福祉事業所即売会、模擬店、もちつき、ゲーム、
レクリエーション、抽選会など
問い合わせ先　市役所駅南庁舎生活福祉課  0857-20-3475

第30回 ふれあい広場

　「アトピーっ子と親の会」では、子どものアトピー
性皮膚炎など、アレルギー疾患に悩む保護者のみなさ
んを対象に年 4回、研修、情報交換、親子の交流など
の活動を行っています。第 1回は小児科の先生のお話
です。お気軽にご参加ください。
と　き　5月 20日（木）13:30 ～ 15:00
ところ　さざんか会館 3階第 2会議室
内　容　「アトピー性皮膚炎について」
講師：中

なかい

井正
しょうじ

二さん（中井子どもクリニック院長）
参加費　無料
問い合わせ先　中央保健センター（さざんか会館内） 
 0857-20-3196

アトピーっ子と親の会に参加してみませんか？

毎月 22日は「にこにこデー」です
　本市の健康づくり計画「鳥取市新元気プラン」を策
定した際、計画に携わった市民などが平成 18年 4月
に「にこにこにっこりあいさつ隊」を結
成し、地域において活動しています。
【活動内容】
●毎月22日をにこにこデーとして市内であいさつ運動
●地域や小学校・幼稚園・保育園などでのあいさつの
大切さを普及する活動
　ふれあいのあるまちづくり、笑顔のあいさつあふれる
鳥取市にしていきましょう！
※あいさつ運動や心の健康劇などの実施については下

記問い合わせ先までご連絡ください。

問い合わせ先　中央保健センター  0857-20-3194

ニコニコにっこりあいさつマーク
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Inform
ation

　保健師による無料相談会です。 ※要予約
対　象：慢性じん不全により人工透析を受けている人、
難病患者やその家族
と　き：5 月 28日（金）14:00 ～ 16:00
　　　　（毎月第 4金曜日）
ところ：市役所駅南庁舎
内　容：日常生活・療養上の悩みや不安などの解決の
お手伝い
予　約：5 月 25 日（火）17:15 までに電話で問い合
わせ先まで
問い合わせ先　市役所駅南庁舎生活福祉課 
　　　　　　　  0857-20-3471

じん臓疾患・難病患者相談会

市民のみなさんの自主的
な活動をご紹介します。

※7月号に掲載を希望される人は、必要事項を記入し、5月17日
（月）までに、ハガキ、ファクシミリ（  0857-20-3056）または電子
メール（  shihou@city.tottori.lg.jp)で秘書課広報室まで。

文部科学省・経済産業省認可 （社）全日本きものコンサルタント協会認定

きものコンサルタント養成講座説明会
時：5月16日（日）14:00～／所：米村みゆき礼法き
もの学院（湖山町東三丁目52）／料：無料／連：
装道礼法きもの学院（分院）  0857-30-
2177　  0857-30-0128

鳥取女声合唱団 第17回定期演奏会
時：5月30日（日）14:00～／所：とりぎん文化会館
梨花ホール／料：一般1000円、高校生以下・障がい
者とその介助者500円／連：近藤  0857-53-
2225

ガールスカウト鳥取県第1団
「野外活動・料理づくり体験」募集
時：5月23日（日）10:00～13:30／所：鳥取砂丘柳
茶屋キャンプ場／対：年長児以上（保護者同伴）／
料：1人100円／連：ガールスカウト鳥取県第1団 
gs_tottori_1@yahoo.co.jp　  0857-23-0083

能楽喜多流 謡曲と仕舞の会
第39回「春の会」 「高砂」を一緒に歌おう♪
時：5月9日（日）11:00～16:00／所：とりぎん文化
会館小ホール／料：無料／連：喜多流鳥取県連合
会事務局（角田）  0857-22-2506

絢
けんら ん

爛と侘
わ

びの世界「秀吉と利休展」
時：5月21日（金）～23（日）10:00～18:00／所：と
りぎん文化会館1階展示室／容：千利休、羽柴秀吉
直筆の書状や各種茶道関連の資料を約100点展
示／料：無料／連：京つづれ  0857-20-5010

　毎年 5月 31 日は「世界禁煙デー」、5月 31 日～ 6
月 6日は「禁煙週間」です。これにあわせてイベント
を実施しますので、お気軽にご来場ください。
と　き　5月 29日（土）14:00 ～ 17:00
ところ　ジャスコ鳥取北店　　参加料　無料
内　容　 ▽展示コーナー：パネル、禁煙グッズなど ▽

測定体験コーナー：肺年齢測定、呼気中一酸化炭素濃
度測定 ▽相談コーナー：医師や薬剤師による個別相談・
指導 ▽キッズコーナー：禁煙貯金箱の作成、ゆるキャ
ラ着ぐるみなど
問い合わせ先　中央保健センター健康づくり係　
　　　　　　　  0857-20-3194

世界禁煙デーイベント IN 鳥取

　中国税理士会では電話による無料「税金相談センタ
ー」を開設していますが、遠方から電話をかけていた
だく人には負担をおかけしていました。このたび、気
軽に相談していただくために、フリーダイヤルにして
電話料を税理士会側が負担することとしました。
対　象：中国地方にお住まいの人　※複雑な個別の税
額計算や申告書の作成が必要な場合はお住まいの地区
の税理士を紹介します（有料の場合あり）。他の税理
士（税理士法人）に依頼している人はご遠慮ください。
と　き：祝休日、年末年始、お盆を除く月～金曜日の
10:00 ～ 16:00
相談電話番号　0120-927-370（固定電話専用）
問い合わせ先　中国税理士会（広島市中区袋町） 
　　　　　　　  082-246-0088

税金相談センターがフリーダイヤルに

　老舗店、有名店をめぐり、その味をその場で楽しみ
ながら、観光ガイドの説明で街歩きを満喫できます。
と　き　5月 15日（土）10:00 ～ 12:00
集　合　パレットとっとり 2階
内　容　 ▽コース：パレットとっとり→花見橋→川端
→元魚町→栄町→パレットとっとり ▽食べるもの：た
いやき、ちくわ、せんべいなど
定　員　20人　　参加料　1000 円（食べ物代含む）
案内人　とっとり観光ガイド友の会
締め切り　5月 13日（木）
申し込み・問い合わせ先　鳥取市観光協会  0857-26-0756

鳥取てくてく食べ歩き鳥取てくてく食べ歩き鳥取てくてく食べ歩き
いなばの～んびり歩こうや！！ らっきょうとれとれフェア

　鳥取砂丘で収穫された砂丘らっきょうを多くの人に
味わっていただきます。
と　き　6月 5日（土）、6日（日）10:00 ～ 15:00
ところ　鳥取砂丘市営駐車場、らっきょう畑、砂丘観
光商店街（福部町）
内　容　らっきょう商品試食販売、らっきょう畑での
収穫体験、らっきょう選果場見学ツアー、らっきょう
大食い世界大会、らっきょう重さ当てゲーム、らっき
ょう砂像展示、クイズラリーなど
問い合わせ先　鳥取砂丘情報館サンドパルとっとり
　　　　　　　  0857-20-2231

ヴァイオリン・コントラバス＆ピアノの夕べ
時：5月29日（土）18:30～／所：文化ホール／容：ピ
アノ三重奏曲「街の歌」（ベートーヴェン）、チャルダッ
シュ（モンティー）ほか ▽演奏：林泉さん（ヴァイオリ
ン）、林俊武さん（コントラバス）、黒瀬紀久子さん（ピ
アノ）／料：一般1000円、高校生以下・障がい者無料
／連：イマジカの会 中山  090-4699-0927
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市民総合相談　　　  予約は  0857-20-3158 まで
■法律相談【電話予約制】
内　容：法律全般（弁護士応対）
と　き： 6/15（火）・30（水）13:00～ 16:00（定員各5人ずつ）
ところ： 6/15＝市役所本庁舎、6/30＝市役所駅南庁舎
予　約： 6/8（火）8:30 ～（先着順、定員になり次第終了）
■公正証書作成、定款・私署証書の認証など相談【電話予約制】
内　容：遺言や任意後見、不動産賃貸借、金銭貸借、離婚にとも

なう養育費・慰謝料の支払等契約などの公正証書作成
および私署証書の認証などに関すること（公証人応対）

と　き： 6/23（水）13:00 ～ 16:00（定員 5人）
ところ：市役所本庁舎
予　約： 6/21（月）17:15まで（先着順、定員になり次第終了）
■年金制度・労働・社会保険に関する相談【電話予約制】
内　容：採用から退職までの労働および社会保険、老後の年金を

含む生活設計などに関すること（社会保険労務士応対）
と　き： 6/9（水）13:00 ～ 16:00（定員 5人）
ところ：市役所本庁舎
予　約： 6/2（水）17:15 まで（先着順、定員になり次第終了）
■土地境界に関する相談【電話予約制】
内　容：土地境界などに関すること（土地家屋調査士応対）
と　き： 6/17（木）13:00 ～ 16:00（定員 3人）
ところ：市役所本庁舎
予　約： 6/10（木）17:15まで（先着順、定員になり次第終了）
■市民総合相談センター（市役所駅南庁舎1階）【予約不要】
《消費生活相談窓口》
内　容：しつこい勧誘、訪問販売、商品の欠陥など、消費生

活に関すること（専門相談員応対）
と　き：平日 8:30 ～ 17:00（面談・電話相談）

　  0857-20-3863

《くらし110番相談窓口》
内　容：日常生活の中での疑問、困りごとなど（専門相談員応対）
と　き：平日 8:30 ～ 17:15（面談・電話相談）

　  0857-20-4894

平日 17:15 ～ 22:00（電話相談）
　  090-8715-9280
土日祝日 8:30 ～ 22:00（電話相談）
　  090-8715-9280

※本庁舎でも毎週月・金曜日（13:00 ～ 17:00）に面談相談を行います。

問い合わせ先 市役所市民総合相談課  0857-20-3158
※左記相談以外にも、市役所各担当課で、人権、福祉、税、
健康などの各種相談業務を随時行っています。お気軽にご
相談ください。

女性なんでも相談
内　容：一般（人権・教育・健康など）、法律（弁護士応対）
と　き：一般＝ 6/12（土）13:00 ～ 15:00

法律＝ 6/7（月）13:00～16:00、6/25（金）9:00～12:00
ところ：男女共同参画センター（西町二丁目）
予　約： 5/20（木）8:30 ～　※電話などにて先着順
問い合わせ先 男女共同参画センター  0857-24-2704
行政相談
内　容：国の仕事や手続き、サービスなど（行政相談委員応対）
と　き： 6/3（木）・9（水）・28（月）13:30 ～ 16:00、

6/15（火）13:00 ～ 15:00
ところ： 6/3＝市役所駅南庁舎、6/9＝輝

き

なんせ鳥取、6/15＝さ
ざんか会館、6/28＝トスク本店インフォメーションルーム

問い合わせ先 鳥取行政評価事務所  0857-24-5542
※鳥取行政評価事務所においても平日（8:30～ 17:15）は毎日相談に応じています。

緑の相談
内　容：植物に関する疑問、管理・育成など
と　き： 6/24（木）13:00 ～ 16:00
ところ：市役所駅南庁舎 1階入口ホール（新日本海新聞社側）
問い合わせ先 県造園建設業協会東部支部  0857-24-5221
特設人権相談
内　容：人権問題全般（人権擁護委員応対）
と　き： 6/20（日）13:00 ～ 16:00
ところ：さざんか会館
問い合わせ先 鳥取地方法務局人権擁護課  0857-22-2289
※法務局においても平日（8:30 ～ 17:15）は毎日相談に応じています。

6月無料相談 ※5月分の無料相談は市報4月号を参照ください。

　「市民総合相談窓口」では、市民のみなさんが、本庁舎、駅南庁舎、各総合支所のどこにおいで
になられても迅速に相談をお受けできるよう、施設間にテレビ電話などを配置し、担当職員と直
接お話いただけるようにしています。そのほか、市役所各課から取り寄せた資料などをその場で
お渡しするなど、サービスの充実に努めています。

　弁護士などの専門家による無料相談会です。 ※要予約
と　き：5 月 26日（水）13:00 ～ 16:00
ところ：県庁議会棟 3階 第 13会議室（東町一丁目）
問い合わせ先　県くらしの安心局消費生活センター（県庁
第 2庁舎 2階東部消費生活相談室）  0857-26-7605

多重債務・ヤミ金融など相談会
　5月 1日から 7日までの憲法週間にちなみ、下記行事
を実施します。お気軽にご利用ください。
■鳥取地方・家庭裁判所による裁判所見学会
と　き：5 月 11日（火）13:00 ～ 15:30
定　員：30 人　※要申し込み
申し込み先　鳥取地方・家庭裁判所  0857-22-2171
■鳥取県弁護士会による無料法律相談
と　き：5 月 12日（水）10:00 ～ 15:00
ところ：鳥取地方・家庭裁判所庁舎内
定　員：25 人程度　※当日受け付け順
問い合わせ先　鳥取県弁護士会  0857-22-3912
■特設人権相談の開設
と　き：5 月 7日（金）10:00 ～ 12:00
ところ：用瀬町町民会館
問い合わせ先　鳥取地方法務局人権擁護課  0857-22-2289

憲法週間行事

　平日の来庁が困難の人のための窓口です。
と　き：5月11・25日（火）17:15～20:00（夜間窓口）
　　　　5 月 16日（日）   9:00 ～ 16:00（休日窓口）
ところ：市役所駅南庁舎 1階 保険年金課　
　　　　国民健康保険窓口（20番窓口）
内　容：国民健康保険料の収納、または納付相談
問い合わせ先　市役所駅南庁舎保険年金課  0857-20-3483

国保料納付・夜間相談・休日窓口
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佐治町高山 1071-1
 0858-89-1011

さじアストロパーク

特別観察会「昼間の星を見よう」
と　き　5 月 1日（土）～ 5日（水・祝）
内　容　金星、恒星などの観察　※要入館料
※内容は変更になる場合があります。雨天曇天時は
屋内で大型望遠鏡の仕組みの説明などを行います。
開始時間については上記問い合わせ先まで。

因幡の国の星まつり
と　き　5 月 22日（土）16:00 ～ 21:00
内　容　星空観察会、プラネタリウム、自然を使っ
た体験コーナー、屋台、アストロ・ステージ、アス
トロ・ビンゴ大会（賞品あり）
参加費　一般600円、70歳以上・高校生以下300円

5月の休館日　19（水）
入館料　一般 500円、高校生以下無料

わらべ館 西町三丁目 202
 0857-22-7070

ちんどんショー
　にぎやかなちんどん屋さんのゆかいな演奏です。
と　き　5 月 2日（日）11:30 ～、14:00 ～
ところ　わらべ館 1階 企画展示室　※参加無料

野菜大好き音楽隊 ザ・ベジタリ・コンボ
　歌やクイズ、ゲームで楽しく野菜の勉強をします。
と　き　5 月 1日（土）11:30 ～、14:00 ～
ところ　わらべ館 1階 企画展示室　※参加無料

i
イル

L N
ネ イ ロ

eiLo わくわくコンサート
　透き通る歌声とギターやおもちゃの楽器のコラボ。
と　き　5 月 4日（火・祝）11:30 ～、14:00 ～
ところ　わらべ館 1階 企画展示室　※参加無料

みにまむすがやってくる！
　いろんな楽器を奏でる 4人組と遊びましょう。
と　き　5 月 3日（月・祝）11:30 ～、14:00 ～
ところ　わらべ館 1階 企画展示室　※参加無料

お芝居「そうべえまっくろけのけ」
　劇団おひさまとあおぞらの新作舞台です。
と　き　5 月 8日（土）、9日（日）
　　　　11:00 ～、14:00 ～
ところ　わらべ館 いべんとほーる　※要入館料

5月の休館日　6（木）、7（金）、10（月）、11（火）、17（月）、18（火）、24・31（月）
入館料　一般 300円、高校生以下・70歳以上無料

第 16回星景写真コンテスト入賞作品展
と　き　6 月 27日（日）まで　※要入館料

5 月の星空観察会
と　き　平日および日曜日 20:00 ～
　　　　土曜日 20:00 ～、21:00 ～
テーマ　「環のある土星」
参加費　一般 600円、70歳以上・高校生 300円、
小中学生 200円（入館料含む）
※雨天曇天時はプラネタリウム観覧になります。

プラネタリウム番組
「銀河鉄道の夜」

「よもやま学園天文部 ～地球・月・太陽 身近な天体たち」
6月20日（日）まで

リコーダーとピアノの楽しいコンサート
と　き　5 月 15日（土）11:00 ～、14:00 ～
ところ　わらべ館 1階 大正の部屋　※要入館料
内　容　童謡やクラシックの名曲など

滝の広場コンサート
と　き　5 月 16日（日）①14:00　②15:00
ところ　わらべ館 滝の広場　※参加無料
出　演　岡野貞一記念合唱団、リトルフェニックス

国府町町屋 726
 0857-26-1780

因幡万葉歴史館

勾
まがたま

玉づくり＆万葉衣装試着体験
　勾玉を手づくりします。完成したら、万葉衣装の
試着と記念撮影をサービスします。
と　き　4 月 29日（木・祝）～ 5月 9日（日）
　　　　9:00 ～ 16:00（所要時間は 1時間程度）
ところ　因幡万葉歴史館 エントランスホール　※参加料500円

5 月の休館日　6（木）、10・17・24・31（月）
入館料　一般 500円、高校生以下・70歳以上無料

郷土作家作品展
と　き　5 月 30日（日）
　　　　まで
ところ　因幡万葉歴史館 
※作品展のみの観覧無料

▼大塩忠雄「麒麟獅子舞」

ぴーかーぶー
　劇団風の子九州による手あそび・布あそびの舞台。
と　き　5 月 31日（月）11:00 ～　※要予約
ところ　わらべ館 いべんとほーる　※要入館料
※ 4歳以上のお子様は入場できません。

特別観察会「土星を見よう」
と　き　5 月 1日（土）～ 4日（火・祝）
　　　　19:20 ～、20:00 ～、20:40 ～、21:20 ～
　　　　5日（水・祝）20:00 ～
参加費　一般 600円、70歳以上・高校生 300円、
小中学生 200円（入館料含む）
※雨天曇天時はプラネタリウム観覧になります。

5日までは
18:00まで開館延長

・おもちゃワールド・・・・・・・・・・・・・・・
　開催中～ 5日（水・祝）9:00 ～ 17:00
・唱歌教室・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　1日（土）～ 5日（水・祝）、8・15・29（土）
13:30 ～、15:00 ～

・おもちゃづくり体験・・・・・・・・・・・・・・
　29日（木・祝）～ 5月 9日（日）と毎週日曜日
9:00 ～ 17:00（受付は 16:00 まで）

・紙芝居劇場・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　1日（土）～ 5日（水・祝）
11:00 ～、13:00 ～、14:30 ～

・あおぞらフリーマーケット・・・・・・・・・・・
　22日（土）、23日（日）10:00 ～ 14:00
・おもちゃの病院・・・・・・・・・・・・・・・・
　23日（日）10:00 ～ 15:00（先着 20件）
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※日程が変更になる場合があります。
　必ず会場にご確認ください。　

[　] は開催時間
（有）は有料　

Convention
コンベンション施設の催し案内5月

イベント／展示／会議

■文化センター展示ホール　吉方温泉三丁目・  0857-27-5181
20（木）～ 24（月）　第 77回群青展［9:00 ～］
■文化ホール　吉方温泉三丁目・  0857-27-5181
16（日）　社会福祉チャリティー 第36回鳥取県大衆音楽祭［10:30～］
23（日）　文化センター自主事業ダンスワークショップ［13:00～、15:00～］
29（土）　ヴァイオリン・コントラバス＆ピアノの夕べ［18:30 ～］（有）
■福祉文化会館　西町二丁目・  0857-24-6766
  8（土）、9（日）　春の山草展［9:00 ～］
  8（土）、9（日）　斑

ふ

入り植物と野生蘭展［9:00 ～］
■視聴覚ライブラリー　吉方温泉三丁目・  0857-20-3362
20（木）　ふるさとの映像を見る会「NNNドキュメント84てっ

ぽんかっぽんの詩～大谷分校の春～」ほか［10:00～、14:00～］
■パレットとっとり市民交流ホール　弥生町・  0857-39-2555
  4（火・祝）　日中交流イベント 伊藤日出夫フラメ

ンコ・ギター・コンサート［18:30 ～］（有）
23（日）　因幡バンド天国 2010［17:00 ～］（有）

吉方温泉 3-701
 0857-27-5181

文化センター

上町 88
 0857-23-2140

やまびこ館

カイコ盛衰～鳥取・産業ノスヽメ～
と　き　5 月 9日（日）まで 9:00 ～ 17:00
ところ　やまびこ館 1階 特別展示室　※要入館料
内　容　カイコにまつわるさまざまな資料とともに、
ロビーで本物のおカイコさんや「まゆ」を展示します。
●特別展クイズラリー
と　き　4月29日（木・祝）～5月9日（日）9:00～16:00
●糸取り体験〈繭玉から糸をとってみよう！〉
と　き　5 月 8日（土）14:00 ～
内　容　展覧会にあわせて館内にいる本物のカイコ
が作った繭から糸をとって、絹糸をつむぐ体験
定　員　20 人　※要予約、参加無料
●特別展ギャラリートーク（展示解説）
と　き　5 月 9日（日）14:00 ～ 15:00
ロビー展「近代水道 美歎水源地 写真パネル展」
と　き　5 月 9日（日）まで　※観覧無料

平成 22年度 鳥取市文化センター自主事業
ダンスワークショップ 2010
と　き　5 月 23日（日）
ところ　文化ホール　　定　員　各 20人
持ち物　水分補給のための飲み物、タオルなど
参加料　500 円　
※更衣場所はありませんので、動きやすい服装でお
越し下さい。
申し込み　5 月 3日（月・祝）から、直接来館また
は電話で問い合わせ先まで
【Hiphop編】
対　象　小学生以上　　と　き　13:00 ～ 14:30
【Breakdance 編】
対　象　中学生以上　　と　き　15:00 ～ 16:30

5 月の休館日　6（木）、10・17・24・31（月）
入館料　一般 150円、高校生以下・70歳以上無料

東町二丁目 121
 0857-26-3595

仁風閣・宝扇庵

和風ガーデンカフェ仁風 5月9日（日）11:00～16:00
メニュー：抹茶（菓子付き）500円

あおや郷土館

「郷土のカメラマンによる写真展 2010」
　気高・鹿野・青谷地域在住の写真愛好家が撮影・
制作した四季の風景や人物などの作品を紹介します。
と　き　5月15日（土）～6月13日（日）9:00～17:00
ところ　あおや郷土館　※観覧無料

青谷町青谷 2990-4
 0857-85-2351

5 月の休館日　6（木）、10・17・24・31（月）
入館料　無料

青谷上寺地遺跡展示館

ロビー展示「骨角器」展
　動物の骨や角で作られた道具をご紹介します。
と　き　5 月 1日（土）～ 7月 11日（日）
ところ　青谷上寺地遺跡展示館 ロビー　※観覧無料

「毛利彰遺作展 Works of Akira Mohri」
5月9日（日）まで

ゴールデンウィークイベント「勾玉づくり」
　柔らかい石（滑石）でオリジナル勾玉を作ります。
対　象　中学生以下　
と　き　5月2日（日）10:00～12:00、14:00～16:00
定　員　午前・午後各 20人　※参加無料、要予約

青谷町山根 313
0857-86-6060

あおや和紙工房

特別展　鳥取県の野草たちー
　　　　「和紙の花・ももよ草とっとり」展
　青谷町の和紙愛好グループ「和紙の花・ももよ草
とっとり」が、鳥取県の可憐な野草を因州和紙で造
形した作品 25～ 30種類、総本数数百本を展示しま
す。郷土の自然と和紙とを再発見する展覧会です。
と　き　5 月 30日（日）まで  9:00 ～ 17:00
ところ　あおや和紙工房 企画展示室　※要入館料
関連イベント「和紙の花づくり体験」
と　き　5月1日（土）、2日（日）10:00～、13:30～
※ 1回 30 分程度、随時受け付けます。
内　容　 ▽初級：ミニバラ ▽中級：ホタルブクロ
講　師　竹

たけもり

森弘
ひろみ

美さん（和紙の花・ももよ草とっとり）ほか
参加料　200 円

5 月の休館日　6（木）、10・17・24・31（月）
入館料　高校生以上 200円、中学生以下 100円

開館10周年記念　常設展示クイズラリー
と　き　4 月 29日（木・祝）～ 5月 9日（日）
　　　　9:00 ～ 16:00　※要入館料
※全問正解者には記念品を進呈します。

5 月の休館日　6（木）、10・17・24・31（月）
入館料　一般 500円、高校生以下・70歳以上無料

青谷町青谷 4064
 0857-85-0841

5 月の休館日　6（木）、10・17・24・31（月）
入館料　無料
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図書館だより
■中央図書館  0857-27-5182 開館時間 9:00～19:00
　　　　　　　　　　　　　　　（土・日曜は17:00まで）
■気高図書館  0857-37-6036 開館時間 10:00～18:00
■用瀬図書館  0858-87-2702 開館時間 10:00～18:00
※休館日は、毎週火曜日、毎月最終の木曜日、祝日の
翌日（気高、用瀬図書館のみ）

鳥取大学・とっとり駅南教室 ☆講話とおしゃべり
と　き 鳥取大学・野村證券連携講座（全 6回）
第 48回

5月15日（土）
「私たちの暮らしとお金を考える③ 株式投資
の基礎の基礎」講師：中

なかじま

嶋智
ともまさ

正さん（野村證券）
第 49回

5月22日（土）
「私たちの暮らしとお金を考える④ 投資信託
の基礎の基礎」講師：福

ふくもと

本直
な お き

樹さん（野村證券）
時　間　13:30 ～ 15:00　　ところ　中央図書館
参加費　無料　※定員 40 人程度、申し込み不要。

わらべうた講座

TOTTORI UNIVERSITY OF ENVIRONMENTAL STUDIES

鳥取環境大学情報
http://www.kankyo-u.ac.jp

とっとり県民カレッジ連携講座

問い合わせ先　企画広報課  0857-38-6704
　 （0857）38-6709  kikaku@kankyo-u.ac.jp

公開講座
テーマ　シリーズⅠ バイオマス利用の可能性
　　　　「鳥取のバイオマス資源とその利用」
講　師　佐藤伸さん（環境マネジメント学科　講師）
と　き　5月 15日（土）10:30 ～ 12:00
ところ　県立図書館 2階　大研修室　※参加無料
申し込み　講座の前日までに、電話・ファクシミリ・
電子メールのいずれかで問い合わせ先へ

と　き　5月 16日（日）15:00 ～ 16:30
ところ　中央図書館　多目的ホール　※要申し込み
内　容　今年 1月に発行された「きらめく 120 人」
の出版の苦労話や本文に盛り込めなかったエピソード
などを語り合います。
定　員　50人　※定員になり次第締め切ります。

鳥取市人物誌「きらめく120人」フォーラム

OPEN CAMPUS 2010
と　き　6月13日（日）11:00～16:00（10:30～受付）
ところ　鳥取環境大学（若葉台） ※ JR 鳥取駅南口
より無料シャトルバスを 30 分間隔で運行します。
内　容　学科体験授業、研究室公開、進学相談コー
ナー、キャンパス見学ツアー、学食体験、在学生と
語ろうコーナーなど　
※参加無料。事前申し込み不要。

と　き　5月 17日（月）10:00 ～ 11:30
ところ　中央図書館　多目的ホール　※要申し込み
講　師　わらべうたの会「ゆなの木」
定　員　50人　※定員になり次第締め切ります。

　年間 7回の講座で、読み聞かせの基礎を学びます。
と　き　第 1回：6月 3日（木）
定　員　50人　※要申し込み
申し込み　5月 24日（月）までに中央図書館まで

「絵本の読み聞かせ研修講座」受講生募集

～鳥取環境大学を体感しよう！～

進学相談会
と　き　① 6月   8 日（火）15:30 ～ 18:00
　　　　② 6月 17日（木）15:30 ～ 18:30
ところ　①とりぎん文化会館
　　　　②ホテルニューオータニ鳥取
※参加無料。事前申し込み不要。

開学10周年記念式典
と　き　6月 19日（土）13:00 ～ 16:00
ところ　鳥取環境大学本部棟 1階　11講義室
内　容　記念式典（13:00 ～ 14:00)、記念講演会
（14:30 ～ 16:00） ▽講師：尾池和夫さん（財団法人
国際高等研究所所長、日本ジオパーク委員会委員長）
※参加無料。事前申し込み不要。

鳥取市雇用創造協議会
【5月開催講座】

日時 講座内容 会場 定員
5/27（木）、28（金）、
31（月）、6/1（火）
9:30～16:30

IT 人材育成講座県民ふれあい会館 20人

対 象　市内在住の求職者　　　受 講 料　無料
申し込み　各講座の初回開催日の1週間前までに、電話・
ファクシミリ・電子メールのいずれかで問い合わせ先へ

※ホームページ http://www.tottori-koyou.com

問い合わせ先　鳥取市雇用創造協議会（市役所第 2庁
舎経済戦略課）  0857-20-3214　  0857-20-
3046　 tottori-koyou@city.tottori.tottori.jp

fi le002　架空請求
　突然自宅に届く身に覚えのない請求のはがき。架空
請求に関する相談が後を絶ちません。被害に遭わない
よう気をつけましょう。
【事例】
　「民事裁判通告書」と書かれたはがきが自宅に届い
た。「裁判取り下げ期日を過ぎると裁判所から出廷命
令が届く」「出廷を拒否すると不動産の差し押さえを
行う」「連絡がない場合は勤務先に郵送する」などと
書かれている。心当たりがないが連絡したほうがいい
だろうか。
【アドバイス】
①裁判に関する通知が、裁判所以外の機関からはがき
で届くことはありません。
②絶対に連絡しないでください。連絡をすることで相
手にさらに情報を与えることになりますし、言葉巧み
にお金を振り込ませようとしてくる場合もあります。
③不安な場合は、消費生活相談窓口にご相談ください
（27ページ参照）。

消費にまつわる

不安解消！

問い合わせ先
市役所駅南庁舎

市民総合相談センター
  0857-20-3863
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PUBLIC INFORMATION

※住民登録人口と外国人登録人口を合計した
ものです。

お持ち帰り用の市報を、地区公民館などに
設置しております。どうぞご利用ください。

鳥取市の人口

　男　：  94,735人［-532］

　女　：102,187人［-402］

合　計：196,922人［-934］

世帯数： 76,555　［-234］
　　平成22年4月1日現在［　］内は前月比

鳥取市役所　
 0857ー22ー8111㈹
 0857ー20ー3040
〒680ー8571
（郵便物は郵便番号と課名のみで届きます）
本 庁 舎　尚徳町116番地　
第2庁舎　上魚町39番地
駅南庁舎　富安二丁目138番地4

各総合支所　

国府  0857ー39ー0555

福部  0857ー75ー2811

河原  0858ー76ー3111

用瀬  0858ー87ー2111

佐治  0858ー88ー0211

気高  0857ー82ー0011

鹿野  0857ー84ー2011

青谷  0857ー85ー0011鳥取市ホームページアドレス　
http://www.city.tottori.lg.jp/
音声読み上げなどの支援機能があります

ホームページ抜粋版
（携帯電話対応アドレス）
http://www.city.tottori.lg.jp/mobile/

編集・発行
鳥取市企画推進部秘書課広報室

 0857ー20ー3132

発行／平成22年5月1日

印刷／日ノ丸印刷株式会社
電子メール　
kouhou@city.tottori.lg.jp

鳥
取
市
長

　
　
竹
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功

　

本
年
４
月
11
日
に
行
わ
れ
た
市
長
選
挙
に
お
い
て
、

有
権
者
の
み
な
さ
ん
の
ご
信
任
を
い
た
だ
き
、
市
政
の

重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
み
な
さ
ん

の
大
き
な
期
待
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
新
た
な
決
意
で
積
極
果

敢
に
市
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

３
月
末
に
は
鳥
取
自
動
車
道
の
ほ
ぼ
９
割
が
開
通

し
、
鳥
取
県
東
部
は
待
望
の
高
速
道
路
時
代
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
広
域
的
な
地
域
間
の
連
携
交
流

が
大
き
く
広
が
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
の
拡

大
を
実
現
し
ま
す
。

　

ま
た
、今
後
４
年
間
で
特
に
重
視
し
て
い
る
の
が「
鳥

取
力
」
を
高
め
る
こ
と
で
す
。
鳥
取
の
地
域
力
を
高
め

る
た
め
に
は
、「
人
づ
く
り
」
が
重
要
で
す
。
鳥
取
を

愛
す
る
人
材
の
幅
広
い
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

子
育
て
や
学
校
教
育
へ
の
支
援
、
各
地
域
の
み
な
さ
ん

と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
「
や
る
気
と
元
気
の
出
る
ま
ち
」
を

実
現
す
る
た
め
、
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、
鳥
取
市

の
明
る
い
未
来
を
築
い
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

人
を
大
切
に

　
　
す
る
ま
ち
に

ー
く
ら
し
を
支
え
る
　
夢
を
か
な
え
る
ー
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石
いしはら

原幸
こ う じ

二さん

　陶器の製作に取り組む石原さんは、平
成20年に鳥取県認定伝統工芸士の認定
を受けました。
　生家は青谷の特産品である和紙作りを
していた石原さんですが、同じ工芸とし
て通じるところもあり、焼き物に興味を
抱きつづけます。大学卒業後、憧れてい
た陶芸家濱

は ま だ

田庄
しょうじ

司氏の流れをくむ、三重県の「神
か ぐ ら

楽の窯」
奥
お く だ

田康
やすひろ

博師に弟子入り。昭和60年に独立して地元青谷
に山根窯を開きます。
　しばらくは薪の単窯やガス窯で製作し、その後、修業
時代に身につけた技術で平成11年に登り窯を自ら作り、
今ではこの窯で年２回、作品を焼き上げます。
　製作は、日々の暮らしの器が中心。丈夫で使いやすい
事を心がけ、作品は和風にも洋風にもしっくりと合いま
す。「自分自身の暮らしぶりに合わせたら、自然とこうい
う形やデザインが生まれ
てくるんです」と石原さん。
「一生を通じてすべてが1
本につながるような、自分
なりの雰囲気が器に出せ
たらと思っています」と語
る言葉からは、陶芸への熱
い思いが伝わります。

（山根窯　青谷町山根）

鳥
取
の
逸
品

伝
統
工
芸
士
の
横
顔
第6回

〒 680-8571 市役所本庁舎秘書課広報室
　 0857-20-3132　 0857-20-3056
　  kouhou@city.tottori.lg.jp

古紙配合率 100%再生紙を使用しています

応募方法　ハガキまたは電子メ
ールに住所・氏名・電話番号・年
齢を明記のうえ、「とっとり市報」
を読んだ感想やご意見を添えて
右記までお送りください。
※同じ名前での応募は1通として
受け付けます。

締切 5月24日（月）（当日消印有効）

応募先 〒680-8571鳥取市役所秘書課広報室
　　　 shihou@city.tottori.lg.jp
　　　「とっとり市報読者プレゼント」係
※本市ホームページからもご応募いただけます（トップ
ページの「市報・公告」から入ります）。

※当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。
※応募されたみなさんの個人情報は、プレゼントの発送
にのみ使用します。

「とっとり市報」へのご意見、ご感想をお寄せください。
抽選で5名様にプレゼントします。

鹿野地鶏（鳥取地どりピヨ）薫
くんせい

製セット

ずり・せせり・ささみの薫製セット

　鹿野のシンボル、鷲
じゅうぼうやま

峰山を望む大自然の中
で元気よく育った鹿野地鶏。太陽あふれる鶏
舎で育て上げた鶏を、おいしい薫製にしまし
た。塩だけで味付けしたシンプルな味わいを、
おかずに、肴

さかな

にお楽しみください。
【賞品提供】 （株）ふるさと鹿野 0857-84-2205

読者プレゼント
◆今号からとっとり市報がフルカラーになりま
した。これまでは、美しい景色や躍動感あふれ
る写真も、モノクロにすることでおとなしい感
じになっていたかもしれませんが、カラー写真
になることで、より大迫力でお届けできること
と思います。写真はそのまま使えばよいのです
が、文字や飾りなど、その他の部分は「配色」
を考えなければなりません。配色にはある程
度理論的なものがあるそうですが、なにぶん
それを学ぶいとまがありませんでした。ふと行
き当たったウェブサイトで参考になりそうなも
のを発見し、見よう見まねで色を付けてみたの
が今回の号。もし、きれいに見えたとしたら、印
刷会社さんがしっかり手直ししていただけた
おかげに違いありません。がんばらねば。（拓）

飴
あめゆう

釉スリップウェア楕円鉢

登り窯について語る石原さん

陶器製作

野菜たっぷりメニュー編Vol.5

1.ジャガイモ、ニンジンは7mmくらいの厚さの輪切りにし、く
しが通るくらいにゆでる。タマネギは5mm幅に切り、軽く
いためる。アスパラガス、ブロッコリーはさっとゆで、アス
パラガスは乱切り、ブロッコリーは小房に切る。ワケギは3
～4cmの長さに切る。卵はゆでて、8等分のくし形に切る。
ショルダーベーコンは2cm幅に切る。

2.耐熱容器にワケギを並べ、その上にタマネギ、ジャガイモを
並べ、塩こしょうをふる。

3.2の上にニンジン、アスパラガス、ショルダーベーコン、ブロ
ッコリーをいろどり良く並べ、ゆで卵をのせて、最後にマヨ
ネーズをしぼって格子状にかける。

4.3を200℃のオーブンで15分くらい焼き、こんがりと焦げ目
をつける（オーブントースターでは7分、コンロのグリルで
は火力を弱めて焦げ目がつくまで）。

１
人
分

簡単にできる野菜たっぷりメニューの一品を、
8回シリーズで紹介します。

食生活改善推進員連絡協議会 青谷支部食し
ょ
く

野菜たっぷりメニュー編野菜たっぷりメニュー編Vol.5Vol.5

温野菜とゆで卵のマヨネーズ焼き

一口メモ…季節の野菜や家にある野菜を
使って作ってみてください。また、マヨネー
ズをかけ過ぎると、エネルギーが高く、
味もしつこくなるので注意してください。

毎月19日は「食育の日」です。
「いただきます。」  のこさず食べて  元気な体

エネルギー 250kcal
たんぱく質 9.6g
脂質 14.5g
塩分 0.9g

材料（4人分）
ジャガイモ
タマネギ
ニンジン
アスパラガス
ブロッコリー

200g（小 2個）
200g（1個）
150g（中 2本）

4本
100g

( 小 1/2 株 )

ワケギ
卵
ショルダーベーコン
塩こしょう
マヨネーズ

100g
3 個
30g
少々

50g 程度
（大さじ 4強）

食食
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